
愛
姫
輿
入
れ
行
列

今
、　

花
ひ
ら
く
小
さ
な
城
下
町　

三
春

（第 15 回三春秋まつり：2 ページ・20 ページ）



問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX 62-3300

　

第
15
回
三
春
秋
ま
つ
り
が
、
11
月
10
日
、
11
日
の
両
日
、
三
春
町
運
動
公
園

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行

わ
れ
、
10
日
に
は
２
０
１
８
三
春
ウ
オ
ー
ク
が
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

日
の
両
日
、
三
春
町
運
動
公
園

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
葛
尾
村
と
富
岡
町
と
の
共
催
事
業
と
し
て
行

ま
つ
り

ま
つ
り

ま
つ
り
賑
わ
い
ま
し
た

ま
つ
り

秋秋
2018

第１チェックポイントの三春大神宮

熱戦となった湯どうふ食べくらべ大会

　

11
月
10
日
、
紅
葉
に
包
ま
れ
た
秋
空
の
も

と
、
福
島
民
報
社
と
三
春
町
共
催
に
よ
る
三
春

ウ
オ
ー
ク
２
０
１
８
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
９
０
０
人
を
超
え
る
多
く
の
皆
さ
ん

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
同
時
開
催
の
三
春
秋
ま

つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
と
も
に
三
春
町
運
動
公
園
を

出
発
し
、
最
初
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

三
春
大
神
宮
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
福
聚
寺
、
愛
姫
小
路
、
三
春
き
た
ま

ち
蔵
、
愛
姫
（
め
ご
ひ
め
）
生
誕
の
碑
、
田
村

大
元
神
社
の
計
６
か
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

を
通
過
し
、
約
10
キ
ロ
の
愛
姫
ゆ
か
り
の
地
を

ま
わ
り
、
爽
や
か
な
汗
を
か
い
た
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
ゴ
ー
ル
で
あ
る
秋
ま
つ
り
会
場
に
戻
る

と
出
店
で
昼
食
を
満
喫
し
な
が
ら
、
ス
テ
ー
ジ

を
楽
し
む
な
ど
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
町
内
の
新
鮮
な

農
産
物
の
販
売
や
飲
食
ブ
ー
ス
、

各
種
団
体
の
展
示
の
ほ
か
、
姉
妹

都
市
の
岩
手
県
一
関
市
と
そ
の

友
好
都
市
関
係
に
あ
る
宮
城
県
気

仙
沼
市
、
県
内
各
地
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
な
ど
様
々
な
ブ
ー
ス
が
並
び

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
の
初
日
は
、
三
春
中

学
校
吹
奏
楽
部
や
田
村
高
校
吹

奏
楽
部
の
元
気
な
演
奏
が
会
場
を

賑
や
か
せ
て
い
ま
し
た
。
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
湯
ど
う
ふ
食
べ
く
ら

べ
大
会
で
は
皆
さ
ん
優
勝
を
目
指

し
、
白
熱
し
た
バ
ト
ル
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
１
日
目
の
最
後

は
、
紅
晴
美
さ
ん
に
よ
る
歌
謡

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
紅
晴
美
さ
ん

と
鏡
田
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
の
掛
け

合
い
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
や

ジ
ャ
ズ
な
ど
、
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
、
愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
表
彰
式
や
愛
姫
輿
入
れ

行
列
な
ど
愛
姫
生
誕
４
５
０
年
の

記
念
事
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
、
伝
統
芸
能
の
競
演

と
し
て
、
八
幡
町
の
長
獅
子
と
姉

妹
都
市
一
関
市
の
行
山
流
舞
川
鹿

子
躍
保
存
会
（
ぎ
ょ
う
ざ
ん
り
ゅ

う 

ま
い
か
わ 

し
し
お
ど
り 

ほ
ぞ

ん
か
い
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
鹿
子

躍
（
し
し
お
ど
り
）
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
そ
の

勇
壮
な
舞
に
盛
大
な
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
秋
ま
つ
り
は
、
両
日
と

も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の

来
場
者
に
三
春
の
秋
を
満
喫
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来

年
も
、
さ
ら
に
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
実
行
委
員

会
で
企
画
し
ま
す
の
で
、
来
年
も

ぜ
ひ
「
来
て
、
見
て
、
食
べ
て
、

参
加
し
て
」
三
春
の
秋
を
満
喫
く

だ
さ
い
。

多くの来場者で賑わいました

こまりんも来場しました オープニングセレモニーのようす

三春中学校吹奏楽部の演奏

行山流舞川鹿子躍保存会の皆さんによる鹿子躍

三春レディバグズダンスクラブによるダンス よさこいのようす 愛姫輿入れ行列

〜
愛
姫
生
誕
４
５
０
年
記
念
事
業
〜

三
春
ウ
オ
ー
ク

「
愛
姫
ゆ
か
り
の
地
巡
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
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問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX 62-3300

多くの来場者で賑わいました

こまりんも来場しました◆ 区間別出場選手および成績

問い合わせ先　三春交流館「まほら」
　　　　　　　☎ 62-3837　FAX 62-4727

❶ １区 佐久間有沙選手
❷ ４区 長谷川徹選手から 5 区 佐藤秦理選手へ
❸ ６区 上石敦士選手　　❹ ８区 黒羽俊輔選手
❺ ９区 佐久間珀亜選手
❻ 13 区 伊藤修久選手から 14 区 鈴木涼太選手へ
❼ 三春町選手団

写真紹介写真紹介

記録

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16

4.0
8.2
5.8
7.3
6.4
8.3
5.4
4.1
3.0
9.3
3.9
7.0
4.8
5.7
3.4
8.4

佐久間有沙
岩井　駿介
安部　庄一
長谷川　徹
佐藤　秦理
上石　敦士
鈴木　和真
黒羽　俊輔
佐久間珀亜
大平　健太
渡辺沙祐未
荻野　元暉
伊藤　修久
鈴木　涼太
橋本みなみ
浦山　陽介

大東文化大２年
田村高２年
陸上自衛隊霞目
陸上自衛隊郡山
田村高３年
平成国際大3年
三春中３年
三春中３年
三春中２年
日本大3年
田村高3年
田村高3年
新潟医療福祉大４年
田村高2年
三春中3年
斎藤下の湯

13分32秒
25分39秒
20分46秒
23分13秒
20分22秒
26分44秒
18分33秒
14分47秒
11分55秒
29分21秒
14分58秒
23分18秒
16分40秒
19分06秒
13分18秒
26分56秒

区 距離
（㎞）

出場選手
氏　名 所属

11位
8位
33位
11位
5位
12位
14位
23位
18位
14位
15位
13位
19位
7位
20位
15位

6位
3位
14位
5位
2位
2位
4位
10位
7位
6位
4位
5位
7位
3位
5位
6位

区間順位
総合 町の部

第 30 回ふくしま駅伝
　第 30 回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま
駅伝）は、11 月 18 日に 59 市町村 53 チーム（７町村連
合の「希望ふくしま」チームを含む）が参加して行われ、
白熱したレースが展開されました。

　三春町チームは、一時総合順位７位につけましたが、町
の部でも序盤から石川町の独走を許し、会津美里町・猪苗
代町との３位争いも終盤までもつれる接戦となり、惜しく
も町の部４位で、目標としていた町の部３位以内とはなり
ませんでした。しかし、総合では 11 位と昨年から順位を
ひとつあげることができました。

　レース展開は三春町の思うような運びとはなりませんで
したが、白河市から福島市までの 16 区間 95.0 ㎞をタス
キで繋いだ選手たちは、沿道からの応援の声を力に最後ま
で精一杯の走りをみせてくれました。
　選手の皆さん、本当にお疲れさまでした。また、沿道で
多くの声援を送ってくださった町民の皆さん、ありがとう
ございました。

７

１ ３２ ４

５ ６

町の部４位・総合 11 位
５時間 19 分 08 秒
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11
月
３
日
﹆
三
春
交
流
館
﹁
ま

ほ
ら
﹂
に
お
い
て
﹆
三
春
町
各
種

功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
﹆
町
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
功
労
表
彰

５
件
﹆
ま
ち
づ
く
り
賞
９
件
で
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
﹆
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
30
年
度 

各
種
功
労
者
表
彰
式三條安國 さん

（八島台）

︹
功
績
︺
平
成
11
年
４
月
か
ら
平

成
29
年
10
月
ま
で
18
年
４
月
の
永

き
に
わ
た
り
三
春
町
都
市
計
画
審

議
会
委
員
と
し
て
在
任
さ
れ
、
こ

の
間
、
平
成
18
年
２
月
か
ら
は
同

審
議
会
委
員
長
を
務
め
る
な
ど
、

三
春
町
並
び
に
福
島
県
の
都
市
計

画
事
業
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
。

功
労
表
彰

過足文子 さん

（平沢）

︹
功
績
︺
昭
和
44
年
か
ら
家
業
の
家

電
販
売
業
に
従
事
し
、
平
成
５
年

か
ら
は
事
業
主
と
な
ら
れ
た
。
ま

た
、
平
成
13
年
４
月
か
ら
16
年
間

の
永
き
に
渡
り
、
商
工
会
女
性
部

の
役
員
と
し
て
在
任
さ
れ
、
こ
の

間
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
の
６
年

間
を
女
性
部
長
並
び
に
商
工
会
理

事
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
、
地
域
産
業
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
。
更
に
は
、
警
察
署
協
議

会
の
審
議
員
並
び
に
三
春
町
の
振

興
対
策
審
議
会
委
員
、
都
市
計
画

審
議
委
員
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、

三
春
町
の
女
性
経
営
者
の
活
躍
の

場
の
拡
大
に
も
貢
献
さ
れ
た
。

𣘺本稔 さん

（御祭）

︹
功
績
︺
昭
和
41
年
よ
り
農
業
に

従
事
し
、
平
成
９
年
に
認
定
農
業

者
と
な
ら
れ
た
。
平
成
11
年
よ
り

葉
タ
バ
コ
の
耕
作
面
積
拡
大
に
取

り
組
ま
れ
、
耕
作
品
質
収
量
優
良

耕
作
者
に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
、
た
む
ら
農
業
協
同
組
合

理
事
を
は
じ
め
、
福
島
県
た
ば
こ

耕
作
組
合
三
春
西
総
代
区
青
年
部

長
、
福
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
三

春
西
総
代
、
三
春
葉
た
ば
こ
共
同

育
苗
施
設
利
用
組
合
長
、
三
春
町

た
ば
こ
耕
作
振
興
協
議
会
会
長
を

歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
伝
統
あ
る
作

物
の
維
持
耕
作
を
通
じ
、
産
業
の

振
興
に
寄
与
さ
れ
た
。

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

三條安國さん

（写真は功労表彰を受賞された皆さん）　

過足文子さん

𣘺本稔さん
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伊藤敏 さん

（八島台）

︹
功
績
︺
昭
和
56
年
よ
り
37
年
の
永

き
に
わ
た
り
精
肉
店
事
業
主
と
し

て
精
励
し
、
飲
食
業
界
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、

平
成
20
年
よ
り
三
春
町
食
品
営
業

者
組
合
の
食
品
衛
生
指
導
員
と
し

て
、
指
導
・
支
援
を
行
う
と
と
も

に
後
進
育
成
に
も
尽
力
さ
れ
た
。

ま
た
、
特
産
品
の
製
造
販
売
に
も

取
り
組
ま
れ
、
積
極
的
な
広
報
活

動
を
実
施
す
る
な
ど
、
産
業
経
済

の
振
興
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
。千葉廣子 さん

（渋池）

︹
功
績
︺
昭
和
47
年
に
、
美
容
業

を
独
立
開
業
し
、
以
来
、
46
年
の

永
き
に
わ
た
り
技
術
の
研
鑽
に
精

励
し
、
美
容
業
界
の
振
興
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
従

業
員
へ
の
熱
心
な
美
容
技
術
指
導

に
よ
り
町
内
で
の
独
立
開
業
に
導

く
な
ど
後
進
技
術
者
養
成
に
も
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
、
産
業
発
展
と

生
活
向
上
に
寄
与
さ
れ
た
。

第
37
回
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
表
彰
▼ 

三
春
町
ま
ち
づ
く
り
賞
と
は

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
通
じ
て
、

活
力
に
満
ち
た
明
る
く
た
く
ま
し

い
安
定
感
の
あ
る
三
春
町
を
つ
く

る
た
め
、
地
域
住
民
が
ま
ち
づ
く

り
を
模
範
的
に
行
っ
て
い
る
事
例

を
選
定
し
て
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

▼ 

選
定
基
準
は

　

選
定
は
、
次
に
定
め
る
区
分
に

よ
り
、
模
範
活
動
を
行
っ
た
団
体
・

個
人
と
し
ま
す
。（
環
境
美
化
の

部
・
自
治
活
動
の
部
・
生
活
合
理

化
の
部
・
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

部
・
青
少
年
活
動
の
部
・
健
康
づ

く
り
の
部
・
文
化
活
動
の
部
・
防

犯
活
動
の
部
・
個
人
活
動
の
部
）

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

（写真はまちづくり活動表彰を受賞された皆さん）　

伊藤敏さん千葉廣子さん小池清美委員長による選考経過報告

鈴木義孝町長による式辞

（
三
春
町
ま
ち
づ
く
り
活
動
表
彰

実
施
要
綱
よ
り
）
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込木行政区 さん

（中郷地区）

︹
功
績
︺
平
成
７
年
か
ら
20
年
以

上
に
わ
た
り
、
行
政
区
全
体
で
県

道
沿
い
の
路
肩
や
花
壇
に
サ
ル
ビ

ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
植
栽
を

行
う
と
と
も
に
、
年
３
回
の
草
刈

り
作
業
等
を
行
い
維
持
管
理
に
努

め
る
な
ど
、
地
域
の
環
境
美
化
に

貢
献
し
て
い
る
。

環
境
美
化
の
部渡辺勝亀 さん

（岩江地区）

︹
功
績
︺
岩
江
地
区
で
環
境
美
化

に
取
り
組
む
「
桜
川
を
き
れ
い
に

す
る
会
」
の
活
動
や
「
フ
ァ
ー
ム

パ
ー
ク
い
わ
え
」
に
お
け
る
草
刈

り
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
10

年
以
上
に
わ
た
り
、
積
極
的
に
参

加
し
、
地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

し
て
い
る
。

貝山行政区 さん

（中郷地区）

︹
功
績
︺
昭
和
46
年
か
ら
40
年
以

上
に
わ
た
り
、
健
康
づ
く
り
と
親

睦
を
目
的
と
し
た
「
貝
山
大
運
動

会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
大
字
役

員
を
中
心
に
行
政
区
全
員
で
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
地
区
住
民
の

交
流
が
図
ら
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

維
持
に
貢
献
し
て
い
る
。

自
治
活
動
の
部影山光雄 さん

（岩江地区）

︹
功
績
︺
平
成
19
年
度
か
ら
11
年

間
に
わ
た
り
、
地
区
役
員
（
区
長

等
）
を
歴
任
し
、
現
在
も
民
生
委

員
や
岩
江
ま
ち
づ
く
り
協
会
役
員

と
し
て
自
治
会
活
動
に
参
画
し
、

地
区
の
自
治
会
活
動
や
地
域
づ
く

り
に
貢
献
し
て
い
る
。

岩
江
踊
っ
て
み
っ
会 

さ
ん

（
岩
江
地
区
）

︹
功
績
︺
平
成
７
年
に
会
と
し
て

発
足
し
、
地
区
の
文
化
祭
や
敬
老

会
等
に
お
い
て
地
域
の
方
々
に

笑
い
と
健
康
を
提
供
し
て
い
る
。

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
等
の
勉
強
会
を

開
催
す
る
な
ど
、
後
進
育
成
の
活

動
も
行
っ
て
お
り
、
新
た
な
文
化

活
動
の
継
承
に
貢
献
し
て
い
る
。

文
化
活
動
の
部

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110 問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

込木行政区さん渡辺勝亀さん菅野雅敏委員長による選考経過報告

貝山行政区さん影山光雄さん佐藤弘議長による祝辞

岩江踊ってみっ会さん
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︹
功
績
︺
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
田

村
消
防
署
三
春
分
署
等
の
指
導
に

よ
る
初
期
消
火
訓
練
や
防
犯
意
識

の
啓
蒙
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
防
災
研
修
会
を
開
催
し
、

地
域
住
民
や
地
元
企
業
と
連
携
し

た
活
動
に
よ
り
防
犯
・
防
災
に
貢

献
し
て
い
る
。

防
犯
活
動
の
部

幕田勝壽 さん

（三春地区）

︹
功
績
︺
平
成
14
年
４
月
か
ら
平

成
30
年
３
月
ま
で
の
15
年
に
わ
た

り
、「
三
春
ま
ち
づ
く
り
協
会
協

会
長
」
と
し
て
在
任
し
、
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
み
ん

な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
に
貢
献
を
し
て
き
た
。

個
人
活
動
の
部滝波義久 さん

（中妻地区）

︹
功
績
︺
平
成
20
年
４
月
か
ら
平

成
28
年
３
月
ま
で
の
８
年
に
わ
た

り
中
妻
ま
ち
づ
く
り
協
会
事
務
局

長
、
中
妻
地
区
公
民
館
長
と
し

て
従
事
し
た
。
こ
の
間
、
中
妻
公

民
館
で
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
は
講

師
と
し
て
講
習
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
る
。

橋本稔 さん

（中郷地区）

︹
功
績
︺
平
成
18
年
に
結
成
さ
れ

た
「
中
郷
地
区
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
」
と
し
て
12
年
に
わ
た
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
、
児

童
の
登
下
校
時
に
は
通
学
路
に
立

ち
、
見
守
り
と
声
か
け
を
実
施
す

る
な
ど
、
住
民
を
交
通
事
故
等
か

ら
守
る
活
動
を
継
続
し
、
地
域
の

交
通
安
全
に
貢
献
し
て
い
る
。

熊
耳
地
区
自
主
防
災
会 

さ
ん

（
要
田
地
区
）

問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110 問い合わせ先　総務課　庶務グループ　☎ 62-2111　FAX61-1110

熊耳地区自主防災会さん

受賞者を代表して謝辞を述べる三條安國さん

幕田勝壽さん滝波義久さん福島県県中地方振興局長による祝辞

受賞された皆さんおめでとうございます小池清美区長会長による万歳三唱参加者全員で町民の歌・国歌斉唱
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2018
愛姫 YEAR!
2018
愛姫 YEAR!

第
十
二
回  

愛
姫
の
子
孫
た
ち

第
十
二
回  

愛
姫
の
子
孫
た
ち

愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　

愛
姫
は
、
承
応
２
年
（
１
６
５
３
）
正
月
に

江
戸
で
86
歳
の
生
涯
を
終
え
、
豊
臣
秀
吉
の
命

で
京
都
に
上
っ
て
以
来
63
年
ぶ
り
に
東
北
の
地

に
帰
り
、
松
島
の
陽
徳
院
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
夏
、
嫡
男
で
仙
台
藩
主
の
伊
達
忠
宗
が

仙
台
へ
下
る
と
６
月
に
法
要
を
営
み
、
三
春
の

泰
平
寺
（
現
在
の
田
村
大
元
神
社
）
も
法
華
経

８
巻
を
奉
納
し
、
翌
年
正
月
の
一
周
忌
法
要
は

３
日
間
に
渡
り
ま
し
た
。

　

こ
の
年
、
雲
居
和
尚
の
発
願
に
よ
り
、
瑞
巌

寺
の
前
身
・
円
福
寺
開
山
の
法
身
性
西
の
木
像

が
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
愛
姫
や
五
郎

八
姫
の
近
く
に
仕
え
た
延
べ
１
０
５
人
が
、
毛

髪
や
爪
、
骨
、
歯
と
い
っ
た
身
体
の
一
部
や
、

経
本
、
数
珠
な
ど
を
胎
内
に
納
め
る
作
善
を
行

い
、
愛
姫
の
菩
提
と
自
身
の
供
養
を
し
ま
し
た
。

　

五
郎
八
姫
は
こ
の
時
、政
宗
秘
蔵
の
銘
香
「
柴

舟
」
の
一
部
を
納
め
る
と
と
も
に
、
陽
徳
院
に

梵
鐘
を
奉
納
し
、
亡
母
を
供
養
し
て
い
ま
す
。

第
十
二
回  

愛
姫
の
子
孫
た
ち

　

今
年
１
年
間
、
愛
姫
生
誕
４
５
０
年
を
記
念
し
て
愛
姫
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
後

に
そ
の
後
の
愛
姫
の
子
孫
た
ち
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

愛
姫
の
供
養

450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953

　

政
宗
に
は
側
室
の
子
を
含
め
る
と
、
14
人
の

子
ど
も
が
お
り
、
そ
の
う
ち
愛
姫
の
子
は
三
男

一
女
で
し
た
。
そ
の
長
女
・
五
郎
八
姫
は
、
徳

川
家
康
の
六
男
松
平
忠
輝
に
嫁
ぎ
ま
す
が
、
大

坂
の
陣
後
、
夫
が
改
易
さ
れ
て
伊
達
家
に
戻
り
、

仙
台
城
の
西
で
暮
ら
し
た
こ
と
か
ら
、
西
舘
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
長
男
の
忠
宗
は
、
政
宗
の
跡

を
継
い
で
第
二
代
仙
台
藩
主
と
な
り
ま
す
が
、

二
男
の
宗
綱
は
16
歳
、
三
男
の
竹
松
丸
は
７
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

愛
姫
の
死
か
ら
５
年
後
の
１
６
５
８
年
、
６

月
に
政
宗
の
長
男
で
宇
和
島
藩
主
だ
っ
た
秀
宗

が
68
歳
で
、
７
月
に
忠
宗
が
60
歳
で
亡
く
な
り

ま
す
。
続
け
て
兄
と
弟
を
失
っ
た
西
舘
は
、
落

飾
し
て
松
島
に
天
麟
院
を
開
き
ま
す
が
、
翌
年

に
は
、
忠
宗
正
室
の
振
姫
や
敬
慕
し
て
い
た
雲

居
和
尚
も
亡
く
な
り
、
１
６
６
１
年
に
西
舘
自

身
も
68
歳
で
亡
く
な
り
、
天
麟
院
に
葬
ら
れ
ま

し
た
。

愛
姫
の
子
ど
も
た
ち

　

忠
宗
は
、
徳
川
秀
忠
の
養
女
で
あ
る
正
室
・

振
姫
と
の
間
に
２
人
の
男
子
が
あ
り
ま
し
た
が
、

長
男
・
虎
千
代
が
７
歳
で
夭
逝
し
た
た
め
、
次

男
の
光
宗
が
嫡
男
と
な
り
ま
し
た
。
側
室
の
子

で
あ
る
三
男
の
宗
良
は
、
政
宗
の
寵
臣
・
鈴
木

元
信
の
名
跡
を
継
ぎ
ま
す
が
、
愛
姫
の
死
後
、

そ
の
遺
言
に
よ
り
田
村
家
を
再
興
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
光
宗
も
急
逝
し
た
た
め
、
別
な
秀

忠
の
養
女
か
ら
生
ま
れ
た
六
男
の
綱
宗
が
嫡
子

と
な
り
、
忠
宗
が
没
す
る
と
19
歳
で
家
督
し
ま

す
が
、
酒
に
溺
れ
た
綱
宗
は
２
年
後
に
幕
府
に

よ
り
隠
居
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
前
年
生

ま
れ
た
綱
宗
の
子
・
亀
千
代
（
綱
村
）
が
跡
を

継
ぎ
、
後
見
人
と
し
て
政
宗
の
十
男
で
一
関
藩

主
だ
っ
た
伊
達
宗
勝
と
田
村
宗
良
が
選
ば
れ
、

宗
良
は
３
万
石
の
岩
沼
藩
主
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
６
７
１
年
に
伊
達
家
中
の
勢
力

争
い
が
幕
府
に
露
見
し
、
江
戸
の
大
老
・
酒
井

邸
で
家
臣
の
審
問
を
し
て
い
る
と
、
原
田
甲
斐

が
柴
田
外
記
ら
を
斬
殺
す
る
事
件
が
起
き
、
騒

動
の
責
任
を
と
っ
て
宗
勝
が
改
易
、
宗
良
は
閉

門
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
成
長
し
た
綱
村
は

藩
主
権
力
の
強
化
に
努
め
ま
す
が
、
こ
れ
が
さ

ら
に
混
乱
を
ま
ね
い
た
た
め
、
１
７
０
３
年
に

隠
居
さ
せ
ら
れ
る
と
、
忠
宗
の
八
男
の
子
・
吉

村
が
五
代
藩
主
に
就
き
、
仙
台
藩
は
よ
う
や
く

安
定
し
た
時
代
を
迎
え
ま
す
。

愛
姫
の
孫
た
ち
と
伊
達
騒
動

　

宗
良
の
死
後
、
そ
の
子
・
宗
永
は
１
６
８
１

年
に
３
万
石
の
一
関
藩
主
と
な
り
、
１
６
９
２

年
に
田
村
家
の
通
字
を
用
い
て
建
顕
と
改
名
す

る
と
、
幕
末
ま
で
養
子
が
多
い
な
が
ら
も
11
代

が
続
き
ま
し
た
。

　

一
関
藩
は
、
仙
台
藩
の
一
部
を
分
知
し
た
伊

達
家
の
分
家
で
す
が
、
独
立
し
た
藩
で
す
。
こ

の
た
め
、
江
戸
に
も
独
立
し
た
屋
敷
を
持
ち
、

奇
し
く
も
秋
田
家
三
春
藩
の
愛
宕
下
屋
敷
（
港

区
西
新
橋
）の
北
側
に
隣
接
し
て
い
ま
し
た
。「
忠

臣
蔵
」
と
し
て
有
名
な
浅
野
内
匠
頭
長
矩
の
江

戸
城
刃
傷
事
件
で
は
、
奏
者
番
で
江
戸
城
に
詰

め
て
い
た
田
村
建
顕
が
、
長
矩
を
こ
の
屋
敷
に

預
か
り
、
徳
川
綱
吉
の
命
で
即
日
切
腹
と
な
っ

た
た
め
、屋
敷
跡
に
は「
浅
野
内
匠
頭
終
焉
之
地
」

と
い
う
大
き
な
石
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

一
関
に
は
、
宗
良
が
岩
沼
に
開
い
た
大
悲
寺

を
、
建
顕
が
宗
良
の
生
母
・
房
の
法
名
に
改
め

て
移
し
た
臨
済
宗
の
祥
雲
寺
が
あ
り
ま
す
。
境

内
に
は
、
京
都
の
坂
上
田
村
麻
呂
の
墓
を
模
し

た
墳
丘
墓
が
あ
り
、
田
村
家
の
菩
提
を
弔
う
と

と
も
に
、
田
村
家
顕
彰
記
念
館
や
浅
野
長
矩
の

供
養
塔
も
あ
り
ま
す
。

一
関
藩
主
田
村
家

　
こ
う
し
た
愛
姫
が
も
た
ら
し
た
貴
重
な
縁
を
大
切

に
し
、
継
続
的
に
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
愛
姫
や
田

村
氏
の
供
養
に
も
つ
な
が
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の450th
地として愛姫 Anniversary

め　ご　  　ひ　め

愛姫生誕の

問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX62-6953

愛
姫
生
誕
４
５
０
年
記
念
事
業

愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
結
果
発
表

　

町
で
は
、
愛
姫
生
誕
４
５
０
年
事
業
と
し

て
、
愛
姫
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
応
募
総
数
は
、
イ
ラ
ス
ト
部
門
が

１
０
４
点
、
ぬ
り
え
部
門
が
２
５
７
点
と
姉

妹
都
市
の
一
関
市
を
は
じ
め
、
県
外
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
品
の
審
査
会
は
、
10
月
24
、
25
日
に
行

わ
れ
、
11
月
10
、
11
日
に
開
催
さ
れ
た
三
春

秋
ま
つ
り
に
て
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
し

た
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
い
ず
れ
も

愛
姫
生
誕
４
５
０
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
愛

姫
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か

り
で
し
た
。

　

イ
ラ
ス
ト
部
門
お
よ
び
ぬ
り
え
部
門
の
受

賞
者
と
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。
受
賞
さ

れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

︵
イ
ラ
ス
ト
部
門
・
ぬ
り
え
部
門
そ
れ
ぞ
れ

の
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品
は
36
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
︶
※
敬
称
略

● 

イ
ラ
ス
ト
部
門

︿
最
優
秀
賞
﹀

○ ﹁
桜
の
里
を
歩
く
﹂

／
白
黒
橙
︵
ペ
ン
ネ
ー
ム
︶︵
本
宮
市
︶

町長賞
「愛姫」

楠 彩花（いわき市）

福島ガイナ賞
「夜桜」

橋本 ライカ（郡山市）

商工会長賞
「おはよう」

やすみ（ペンネーム）（郡山市）

福島民報社賞
「めごひめろでぃ♪」
関根菜々美（川内村）

福島民友新聞社賞
「桜舞い輝く姫」

奥井 静香（石川町）

福島県賞
「秋のめごひめ」

佐藤 虎太朗（三春町）

三春まちづくり公社賞
「愛姫」

坂本 りのん（三春町）

国際アート＆デザイン大学校賞
「どうぶつだいすき」
木幡 凜那（三春町）

議長賞
「めんごちゃん」
笹川 杏（三春町）

教育長賞
「きれいなめごひめ」
池澤 一花（三春町）

︿
優
秀
賞
﹀

○ ﹁
は
じ
ま
り
の
季
節
﹂

／
如
月
五
日
︵
ペ
ン
ネ
ー
ム
︶︵
三
春
町
︶

○ ﹁
桜
舞
う
頃
に
﹂

／
及
川
雄
大
︵
神
奈
川
県
川
崎
市
︶

○ ﹁
愛
姫
と
三
春
つ
め
あ
わ
せ
﹂

／
石
川
智
美
︵
二
本
松
市
︶

○ ﹁
貴
方
の
手
を
取
っ
て
﹂

／
村
上
久
美
子
︵
三
春
町
︶

○ ﹁
愛
姫
と
花
の
寵
愛
﹂

／
小
野
友
利
亜
︵
会
津
坂
下
町
︶

︿
特
別
賞
﹀

● 

ぬ
り
え
部
門
（
小
学
生
以
下
）

︿
最
優
秀
賞
﹀

○ ﹁
十
五
夜
の
姫
﹂

／
安
福
夏
妃
︵
兵
庫
県
神
戸
市
︶

︿
優
秀
賞
﹀

○ ﹁
あ
き
の
め
ご
ひ
め
﹂

／
伊
藤
瞭
太
︵
三
春
町
︶

○ ﹁
ク
ー
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
愛
姫
﹂

／
片
野
愛
子
︵
郡
山
市
︶

○ ﹁
秋
の
カ
ラ
フ
ル
愛
姫
﹂

／
小
林
綾
莉
︵
郡
山
市
︶

○ ﹁
月
夜
の
愛
姫
﹂

／
熊
谷
南
海
︵
岩
手
県
一
関
市
︶

○ ﹁
か
わ
い
い
め
ご
ひ
め
に
あ
い
た
い
な
﹂

／
渡
邊
璃
乃
︵
三
春
町
︶

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX62-3300

作品展示のようす

受賞された皆さん

︿
特
別
賞
﹀
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問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127　FAX62-5155

▼ ごみの収集・持込カレンダー ◎ 

ご
み
の
収
集

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
収
集
は
、

各
地
区
の
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　

お
手
元
の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
ご
み

　
を
持
ち
込
む
場
合

▼ 

年
末

　
12
月
28
日
（
金
）
ま
で
業
務
い

た
し
ま
す
。（
24
日（
月
）は
休
み
）

※ 

12
月
の
日
曜
開
放
日
は
︻
第
３

　

日
曜
日
と
前
日
の
土
曜
日
︼
で

　

は
な
く
、
第
４
日
曜
日
と
前
日

15（土）
16（日）
17（月）
18（火）
19（水）
20（木）
21（金）
22（土）
23（日）
24（月）
25（火）
26（水）
27（木）
28（金）
29（土）
30（日）
31（月）
１（火）
２（水）
３（木）
４（金）

収集（地区集積所） 持込（清掃センター）

休み

午前9時～午後4時

地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

地区別ごみ収集
カレンダーのとおり

地区別ごみ収集カレンダーのとおり

12
月

１
月

休み

休み

午前９時～午後４時

休み

月  日

休み

休み

休み

午前9時～午後4時

地区別ごみ収集カレンダーのとおり

ご
み
の
収
集
・
持
込

　
の
土
曜
日
［
22
日
︵
土
︶、
23
日

　︵
日
︶］
に
な
り
ま
す
。
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

年
始

　
平
成
31
年
１
月
４
日
（
金
）
か

ら
通
常
ど
お
り
業
務
い
た
し
ま
す
。

▼ 

受
付
時
間

 　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※ 

時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★ 
ご
み
の
収
集
に
関
す
る
お
願
い

▽ 
年
末
年
始
の
時
期
は
、
ご
み
が

　

収
集
さ
れ
た
後
に
出
さ
れ
る
こ
と

　

が
、
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
は
、
収
集
予
定
日
の
朝
８
時

　

30
分
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
集
積
所

◎ 
12
月
29
日
（
土
）
～
平
成
31
年

　
１
月
３
日
（
木
）
休
み

◎ 
１
月
４
日
（
金
）
か
ら
通
常
ど

　
お
り
の
窓
口
業
務

◎ 

戸
籍
届
書
に
つ
い
て
は
、
従
来

　
ど
お
り
休
日
中
も
宿
直
室
で
受

　
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

▼ 

問
▽ 

住
民
課 

住
民
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
６

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

▽ 

税
務
課 

収
納
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
３
６

 　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

窓
口
業
務

　

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

ま
た
、
最
近
ご
み
袋
を
し
ば
ら

　

な
い
で
出
さ
れ
て
い
る
ご
み
が

　

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ご
み
袋
は

　

キ
チ
ン
と
し
ば
っ
て
出
し
ま
し

　

ょ
う
。

　

詳
し
く
は
ご
み
減
量
分
別
ガ
イ

ド
を
ご
覧
に
な
る
か
、
住
民
課
生

活
環
境
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼ 

問
▽ 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

▽ 

清
掃
セ
ン
タ
ー

　

 　
　

☎
62-

６
１
２
３

◎ 

年
末　
12
月
28
日
（
金
）
ま
で

◎ 

年
始　
１
月
４
日
（
金
）
か
ら

★ 

田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　
か
ら
の
お
願
い

▽ 

各
種
業
務
（
し
尿
汲
み
取
り
業

　

務
、
浄
化
槽
保
守
点
検
管
理
業

　

務
・
浄
化
槽
清
掃
業
務
等
）
時

　

に
留
守
等
に
よ
り
、
手
数
料
の

　

お
支
払
い
が
未
納
と
な
る
場
合

　

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
場
合
、
業
務
終
了
時
に
作

　

業
員
が
お
渡
し
若
し
く
は
ご
自

　

宅
に
投
函
し
て
い
く
請
求
書
に

　

よ
り
、
各
自
田
村
市
、
三
春
町
、

　

小
野
町
の
金
融
機
関
窓
口
で
お

　

支
払
い
い
た
だ
く
か
、
口
座
振

　

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、

　

金
融
機
関
に
申
込
み
用
紙
が
ご

　

ざ
い
ま
す
。（
田
村
市
・
三
春
町
・

　

小
野
町
の
金
融
機
関
の
み
）

▽ 

ト
イ
レ
お
よ
び
浄
化
槽
に
は
、

　

し
尿
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

　

パ
ー
以
外
の
異
物
の
混
入
に
ご

　

注
意
願
い
ま
す
。

▽ 

台
所
で
洗
浄
の
際
、
皿
な
ど
の

　

油
汚
れ
等
は
い
っ
た
ん
紙
な
ど

　

で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗
浄
し
、

　

ま
た
、
米
の
と
ぎ
汁
等
は
庭
木

　

な
ど
の
肥
料
と
し
て
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

▼ 
問

　 
田
村
地
方
衛
生
処
理
セ
ン
タ
ー

　

 
☎
82-
１
２
７
２

し
尿
汲
み
取
り

◎ 

12
月
29
日
（
土
）
～
平
成
31
年

　
１
月
３
日
（
木
）
休
み

◎ 

年
末
年
始
の
休
業
日
以
外
は
日

　

曜
日
と
祝
日
が
休
業
日
で
す
。

　
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

　
さ
い
。

▼ 

問
　 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　

 

☎
62-

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

三
春
の
里

ベ
ク
レ
ル
セ
ン
タ
ー
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確定申告を受付します（２月18日～３月15日）
※ 詳しくは、みはる広報１月号に掲載します。

※ 申告会場は、大変込み合いますので、お時間に余裕をもってお越しください。

※ 行政区の日程と都合が合わない場合は、ほかの行政区の受付日にお越しください。

▶ 受付時間　午前９時～午後３時　　▶ 受付場所　三春町運動公園内 談話室　　▶ 受付日程　行政区単位

電子申告してみませんか
　平成 31 年１月から、電子申告がさらに便利になります。ID（個人識別番号）

を利用すれば、マイナンバーカードとカードリーダーがなくとも申告書が送信

▷ 税務署や申告会場へ行く手間がかかりません。

▷ 確定申告期間中は、24 時間いつでも利用できます。

▷ ご不明な点は電話で問い合わせできます。（作成コーナーの使い方や送信方法）

　 eTax 作成コーナーヘルプデスク　☎ 0570-01-5901（全国一律市内通話料金）

　　　　　　　　　　　　　　　　  （月曜日～金曜日 午前９時～午後５時）

ＳＴＥＰ１「確定申告書等作成コーナー｜国税庁」へアクセス

できます。ただし、ID での送信は暫定的な対応ですので、お早めにマイナンバーカードを申請してください。

▷ 画面の案内に従って、収入等の金額を入力します。

▷ 申告の内容でご不明な点は、最寄りの税務署へ。

ＳＴＥＰ２  申告書を作成する（「e-TAX で提出する」を選択して入力！）

▷ ID（利用者識別番号）とパスワードを使って送信。

※ 前年に、三春町の確定申告会場で所得税の確定申告を受付した方は、ID（利用者識別番号）とパスワードを交

　付しています。

※ 発行を希望される方は、本人確認書類（免許証等）を持参のうえ、最寄の税務署で交付を受けてください。

ＳＴＥＰ３  申告書を提出する（ＩＤによる e-TAX での送信）

問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127　FAX62-5155
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～平成 31 年三春だるま市～
希望の一文字を当てよう！
　毎年行われる特大だるまへの「希望の一文字」の書き入れ。平成 22 年から平
成 28 年まで選ばれた一文字を用い「根を発し、地を興す破竹の生」という七言
の一句が完成しました。
　新たな七言の句が平成 29 年の「夢」から始まり、昨年は「醒」です。これに
続く「希望の一文字」を今年も予想していただきます。（ヒント：たまたま会う
ことを意味する動詞）見事正解された方の中から抽選で８名様に「希望の一文字」
入りだるまをプレゼントさせていただきます。
　一文字の発表は、来年１月 20 日に行われる三春だるま市において披露されま
すのでぜひお越しください。

だるま市出店者を募集します　　　                      申込・問い合わせ先
〒 963-7725 三春町大字鷹巣字瀬山 213 番地

（株）三春まちづくり公社
／みはる観光協会（観光振興業務受託者）　☎ 62-3690

　冬の恒例行事、三春だるま市の出店者を募
集します。詳しくはお問い合わせください。
▶ 申込期限　12 月３日（月）～ 14 日（金）

平成 30 年希望の一文字「醒」

▶ 応募方法　応募用紙に予想する「希望の一文字」を書き入れ FAX、郵送でお送りいただくか、（株）三春ま
　　　　　　 ちづくり公社／みはる観光協会へ持参してください。〔締切：平成 31 年１月９日（水）〕
　　　　　　 詳しくは、みはる観光協会ホームページをご覧ください。（http://miharukoma.com/）
▶ 発表方法　平成 31 年 1 月 20 日（日）に行われる三春だるま市のオープニングセレモニーで発表します。
　　　　　　 正解者の中から抽選で８名の皆さんに、文字入りだるまがプレゼントされます。

三春だるま市の詳細については、広報みはる 1 月号でお知らせします！
　

三
春
郷
土
人
形
館
と
三
春
町
文
化
伝
承
館

は
、
次
の
と
お
り
冬
期
間
休
館
い
た
し
ま
す
。

各
館
で
休
館
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼ 

郷
土
人
形
館

 　

12
月
25
日（
火
）～
平
成
31
年
１
月
31
日（
木
）

▼ 

文
化
伝
承
館

 　

12
月
３
日（
月
）～
平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）

※ 

文
化
伝
承
館
は
、
12
月
29
日
か
ら
平
成
31

　

年
１
月
１
日
を
除
い
た
土
・
日
・
祝
日
は

　

開
館
し
ま
す
。

※ 

１
月
20
日
（
日
）
は
、
三
春
だ
る
ま
市
開

　

催
に
あ
わ
せ
て
、
郷
土
人
形
館
も
開
館
し

　

ま
す
。

◎ 

郷
土
人
形
館
で
は
、
２
月
か
ら
「
郷
土
人

　

形
館
の
ひ
な
祭
り
」
と
し
て
、
友
の
会
の

　

皆
さ
ん
が
製
作
し
た
吊
る
し
雛
を
館
内
い

　

っ
ぱ
い
に
飾
り
ま
す
。
入
館
料
は
無
料
で

　

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

 　
　

☎
62-

５
２
６
３

 　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３

人
形
館
・
文
化
伝
承
館
の

冬
期
休
館
に
つ
い
て

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
恒
例
と
な
り
ま
し

た
郷
土
玩
具
の
ミ
ニ
展
示
を
開
催
し
ま
す
。

　

来
年
の
干
支
は
「
亥
」
で
す
。
ユ
ー
モ
ラ
ス

な
イ
ノ
シ
シ
の
姿
を
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

期
間

 　
12
月
15
日（
土
）～
平
成
31
年
１
月
27
日（
日
）

※ 

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
12
月
27
日
（
木
）
か

　

ら
平
成
31
年
１
月
３
日
（
木
）
ま
で
年
末

　

年
始
の
休
館
と
な
り
ま
す
。

干
支
の
ミ
ニ
展
示

イノシシに飛び乗る仁田四郎（三春人形）

▼ 

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
　
　
　
　

☎
62-

５
２
６
３

 　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
９
５
３
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住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳を閲覧するために、閲覧できる者と目的、手続き方法などが厳格に規定されています。そのため不
正な閲覧や目的外利用・第三者提供を抑止することを目的に公表制度が設けられています。
　住民基本台帳法第 11 条第 3 項および第 11 条の 2 第 12 項に基づき、次のとおり閲覧状況を公表します。
１　公表対象期間　平成 29 年 11 月１日～平成 30 年 10 月 31 日
２　住民基本台帳の一部の写しの閲覧

（２）個人または法人の申出による閲覧（住民基本台帳法第 11 条の 2 第 12 項に基づく公表分）

自衛隊福島地方協力本部
郡山地域事務所

自衛官募集のための対象者情報の
収集（根拠法令：自衛隊法第29条
第1項、同第35条）

三春町全域の平成12年4月2日から平成13
年4月1日生まれの男女および平成15年4月
2日から平成16年4月1日生まれの男子

平成29年11月1日

国または地方公共団体の
機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

内閣府委託による
「高齢者の健康に関する調査」 平成29年11月22日

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長
鈴木稲博

日本銀行情報サービス局委託に
よる「生活意識に関するアンケー
ト調査」

大字上舞木、字亀井、字雁木田、
大字北成田から20歳以上の男女15名平成29年12月22日

申出者の氏名（法人の場合はその名称
および代表者または管理人の氏名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲閲覧の年月日

三春町消防団御木沢分団
第2部部長
橋本康幸

三春町御祭地区の消防団
新入団員候補者の情報収集 平成30年8月27日

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長
鈴木稲博

株式会社ITスクエア
代表取締役社長
渡邉亨

三春町沢石まちづくり協会　
会長
橋本良一

案内状等の作成における
世帯主名の把握

福島県商工労働部委託による
「平成30年度福島県まちづくりに
関する意識調査」の対象者抽出

平成30年10月17日

平成30年9月26日

字八幡町、大字青石から
満18歳以上の男女30名

八島台5～8丁目、平沢地区から
55歳以上の男女20名

大字御祭地区の18歳～30歳までの男性

沢石地区の全世帯

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126　FAX 62-5155

（１）国または地方公共団体の機関の請求による閲覧（住民基本台帳法第 11 条第 3 項に基づく公表分）

　

11
月
２
日
、
三
春
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催
に
よ
る
青
少
年
健
全
育

成
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
各
中
学
校
か
ら
３
７
０
点
の
標
語
が
寄
せ
ら
れ
、
12
名
の
生
徒
の

皆
さ
ん
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
と
入
選
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

平
成
30
年
度
青
少
年
健
全
育
成
標
語
が
決
ま
り
ま
し
た

【
入
選
作
品
】（
入
選
者
名
・
学
校
名
）
※ 

敬
称
略

★ 

み
ん
な
い
る　
抱
え
こ
む
な　
一
人
じ
ゃ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
優
菜
（
三
春
中
学
校
３
年
）

★ 

い
じ
め
ダ
メ　
か
え
っ
て
く
る
よ　
自
分
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
沙
耶
香
（
三
春
中
学
校
３
年
）

★ 

辛
い
と
き　
周
り
に
相
談　
悩
ま
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
柚
香
（
三
春
中
学
校
３
年
）

★ 

困
っ
た
ら　
話
し
て
み
よ
う　
友
達
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
久
美
（
三
春
中
学
校
３
年
）

★ 

気
を
つ
け
て　
ネ
ッ
ト
に
潜
む　
怖
い
罠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
颯
（
三
春
中
学
校
２
年
）

★ 

あ
な
た
を
ね　
い
つ
も
家
族
は　
見
つ
め
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山
翔
（
三
春
中
学
校
１
年
）

★ 

こ
れ
か
ら
の　
未
来
を
創
る　
三
春
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
源
矢
（
三
春
中
学
校
１
年
）

★ 

そ
の
情
報　
信
じ
て
い
い
の
？　
考
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

影
山
紗
菜
（
三
春
中
学
校
１
年
）

★ 

あ
い
さ
つ
は　
心
を
通
わ
す　
魔
法
の
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
乙
葉
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

★ 

気
を
つ
け
よ
う　
ネ
ッ
ト
依
存
は　
恐
ろ
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　
遼
生
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

★ 

あ
い
さ
つ
は　
相
手
の
目
を
見
て　
は
っ
き
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
夏
花
（
岩
江
中
学
校
３
年
）

★ 

そ
の
一
歩　
自
分
で
止
め
よ
う　
悪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
涼
有
（
岩
江
中
学
校
２
年
）

▼ 

問　
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ　

☎
62-

３
８
３
７

　

入
選
作
品
は
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
１
年
間
に
わ
た
り
毎
月
１
作
品
ず

つ
「
広
報
み
は
る
」
に
掲
載
し
ま
す
。
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● 問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

研究の現場を見てみよう！

環境創造センターだより
環境創造センターで行っている研究等の様子について紹介します。
今回は国立環境研究所福島支部の戸川卓哉さんです。

　東日本大震災から７年と９か月が経過しました。福島
県内の各地でのまちづくりにおいては、大震災からの復
興や環境の回復といった課題に対応していくことはもち
ろん重要ですが、それに加えて将来にわたる地域の持続
という視点が求められています。
　私たちは、「これまで地域外から供給されていたエネル
ギー」を「地域内で生産することを通じて、環境に負担
をかけず社会的にも経済的にも安定した地域づくりがで
きないか？」という観点から研究に取り組んでいます。

○ 環境資源を活用した地域づくり

◎ 国立研究開発法人国立環境研究所 福島支部
　 地域環境創生研究室　戸川卓哉さん
　福島に来て３度目の冬がやってきました．．．昨年は DIY で自宅の窓を二重にしようとしまし
たが上手くいきませんでした。内窓の素材（プラダン）の強度が足りなかったようです。快適
な冬を過ごせるよう改良したいです。

地域エネルギーシステムの検討例

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

※ イベントの詳細はコミュタン福島ホームページをご覧ください。　http://www.com-fukushima.jp/
※ 12 月 15 日（土）は、電気設備点検のため午後１時開館となります。
※ 12 月 29 日（土）～平成 31 年１月３日（木）は年末年始の休館日となります。
※ 環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行しています。
　 詳しくは平成 29 年 12 月に配付した「三春町町営バス時刻表（平成 30 年１月４日改正）」をご覧ください。

今回は国立環境研究所福島支部の戸川卓哉さんです。

～コミュタン福島 12 月のイベント情報～
◆ ２日（日） 「環境創造シンポジウム／理科自由研究発表会 at コミュタン福島」
　「環境創造シンポジウム」では、たんぽぽの白鳥久美子さんやサッカー日本代表専属シェフの西芳照さん等をパ
ネリストに迎えたパネルディスカッション、ふくしまの復興のために活動する 30 団体のブース展示等を行います。
　また、同日開催の理科自由研究発表会では、田村地区の小学生が夏休みの理科自由研究をもとに口頭発表やポス
ターセッションを行います。

◆ ８日（土） ＬＥＤ・あかりの工作教室
時間：①午前 10 時～午後０時／②午後１時 30 分～３時 30 分
対象：小学校４年生～６年生とその家族２名１組
定員：各回 15 組（定員になり次第、受付を終了とさせていただきます。）
問：福島県環境創造センター企画課　☎ 61-6129　FAX61-6119
◆ 12 月 18 日（火）～平成 31 年１月 14 日（月）
　 国立科学博物館巡回展「ノーベル賞を受賞した日本の科学者」in コミュタン福島
　1953 年の湯川秀樹博士のノーベル物理学賞受賞以来、科学分野では多くの日本の研究者がノーベル賞を受賞し
ています。
　それぞれの業績や幼少期のエピソード等をパネルやゆかりの品のレプリカで展示しますので、ノーベル賞受賞者
の個性や創造性がどこからきたのか、イメージを膨らませてご覧ください。

◆ 環境創造シアター国立科学博物館番組上映 人類の旅／恐竜の世界
※ 土日祝日および学校長期休暇中のみ上映

　具体的には、森林などの天然資源や電気や熱などのエネルギー需要の地域内での分布の状況を調べた上で、
資源と需要を結びつけるエネルギーシステムをデザインし、自治体等へ提案しています。経済的視点は重要で
すが、それ以外にも、地球温暖化の原因となる温室効果ガス（CO2）排出量や災害が発生した時も利用できる
かどうか等の観点を加味してシステムの設計案を絞り込んでいきます。
　このような取組みを通じて、それぞれの特徴に応じた、よりよい地域社会をデザインしていくお手伝いがで
きればと考えております。
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平成30年
10月31日

平成30年
9月26日

1
2
3
4
5
6
7
8
９

10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
岩 江 小 学 校
御木沢小学校
中 妻 小 学 校
中 郷 小 学 校
沢 石 小 学 校
要 田 小 学 校
三 春 中 学 校
岩 江 中 学 校
岩 江 幼 稚 園
中 郷 幼 稚 園
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
三 春 幼 保 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.09
0.10
0.10
0.08
0.10
0.09
0.08
0.11

（0.10）
（0.10）
（0.09）
（0.11）
（0.10）
（0.10）

0.10
0.09
0.10
0.10
0.08
0.09
0.09
0.08
0.11

（0.09）
（0.10）
（0.10）
（0.12）
（0.10）
（0.10）

平成30年
10月31日

平成30年
9月26日

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.10
0.11
0.17
0.11
0.09
0.10
0.13
0.11
0.12
0.11 
0.12
0.16
0.10
0.11 
0.15
0.10
0.15

0.09
0.11
0.17
0.11
0.10
0.10
0.13
0.11
0.12
0.10 
0.11
0.16
0.10
0.11
0.14
0.10
0.15

公園中央
１ｍ高

0.10
0.10
0.08
0.10
0.15
0.09
0.09
0.10
0.09
0.11

1
2
3
4
5
6
7
8
９

10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
8月30日

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値

◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位は全てマイクロシーベルト
　／時間です。

● 問い合わせ先　住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX62-5155

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.11
0.12
0.11
0.13
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.13
0.11
0.11
0.14
0.11

0.11
0.12
0.12
0.13
0.12

0.11
0.12
0.11
0.11
0.12

0.12
0.12
0.12
0.13
0.11

0.12
0.11
0.13
0.11
0.14

0.08
0.08
0.09
0.09
0.08

10月  3日
10月10日
10月17日
10月24日
10月31日

測定日／測定点 ①
0.14
0.13
0.15
0.13

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.14
0.14
0.14
0.14

0.14
0.15
0.14
0.15

0.12
0.11
0.12
0.11

0.10
0.09
0.10
0.10

0.10
0.09
0.10
0.11

0.12
0.12
0.12
0.12

10月  4日
10月11日
10月18日
10月25日

測定日／測定点

①
0.10
0.11
0.10
0.10
0.11

② ③ ④
0.12
0.13
0.11
0.12
0.12

0.10
0.10
0.10
0.10
0.09

0.13
0.14
0.13
0.13
0.13

10月  1日
10月  9日
10月15日
10月22日
10月29日

測定日／測定点 ①
0.10
0.10
0.10
0.10
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.11
0.11
0.12
0.14

0.11
0.12
0.12
0.12
0.13

0.10
0.12
0.11
0.11
0.11

0.07
0.09
0.08
0.08
0.08

0.10
0.11
0.10
0.10
0.10

0.10
0.12
0.12
0.12
0.13

10月  1日
10月  9日
10月15日
10月22日
10月29日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場
①
0.10
0.09
0.11
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.09
0.10
0.09
0.10

0.09
0.10
0.09
0.10

0.15
0.16
0.16
0.15

0.14
0.13
0.13
0.14

0.10
0.10
0.10
0.10

0.10
0.10
0.10
0.10

10月  5日
10月12日
10月19日
10月26日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

①
0.11
0.11
0.11
0.12
0.09

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.10
0.10
0.11
0.10

0.10
0.11
0.10
0.09
0.10

0.11
0.11
0.11
0.10
0.10

0.11
0.10
0.11
0.10
0.11

0.10
0.10
0.09
0.09
0.09

0.09
0.09
0.09
0.09
0.10

10月  2日
10月  9日
10月16日
10月23日
10月30日

測定日／測定点

　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。

※ 平成 30 年度から公園中央地上高１ｍ
　のみの測定となります。
※ 平成 30 年度から３か月に一度（6・
　9・12・3 月実施）の測定となります。

※ 主な施設の環境放射線量の測定は、地
　上１m で計測しています。

※ 町内小中学校等の環境放射線量の測
　定は、地上 1m、かっこ内は地上 50
　cm で計測しています。
● 問　教育課 学校教育グループ
　　　☎ 62-6310　FAX 62-6000

● 問　住民課 生活環境グループ
　　　 ☎ 62-2147　FAX 62-5155

● 問　建設課 都市グループ
　　　 ☎ 62-2113　FAX 62-3300
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　事前の申込みは必要ありません。お茶を飲みなが
ら楽しくお話ししましょう。
▶ 開催日時
　 12 月   6 日（木）　午前 10 時～午後 0 時
　   1 月 10 日（木）　午前 10 時～午後 0 時
▶ 場　　所　三春病院 1 階健診室前
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する 20 分程度のミニ講座
▷ 12 月　「認知症について２」
▷   1 月　「ヒートショックについて」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には
　専門のスタッフが対応します。

外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

10 月９日～ 11 月８日に
寄附・ボランティア
していただいた方々

（敬称略・順不同）

【
福
祉
】

（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

▼ 

寄
附

▽ 

物
品

　

 

増
子
忠
一
（
山
田
）

▼ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽ 

三
春
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽ 

田
村
高
校
Ｊ
Ｒ
Ｃ

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
部

▽ 

ア
リ
イ
ポ
エ

▽ 

歌
姫
会

▽ 

鳳
フ
レ
ン
ド
舞
踊
会

▽ 

花
柳
流
萌
え
の
会

▽ 

三
春
ス
ポ
ー
ツ
民
踊

▽ 

石
塚
ハ
ツ
ヨ
（
荒
町
）

▽ 

上
野
ト
ク
（
平
沢
）

▽ 

大
越
瑛
子
（
弓
町
）

▽ 

國
分
シ
ヅ
子
（
新
町
）

▽ 

齋
藤
キ
ミ
子
（
南
町
）

▽ 

佐
久
間
善
子
（
大
町
）

▽ 

橋
本
光
子
（
御
免
町
）

▽ 

村
上
き
ん
よ
（
八
島
台
）

▽ 

山
下
洋
子
（
小
浜
海
道
）

【
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
】

▽ 

中
尾
郁
夫

　

 （
静
岡
県
菊
川
市
在
住
）

▽ 

門
馬　

正

　

 （
東
京
都
杉
並
区
在
住
）

▽ 

埼
玉
県
所
沢
市
在
住
の
方

▽ 

福
井
県
坂
井
市
在
住
の
方

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

　町の「けんしん」を受けられるのは今月までです。まだ受けていない方はお早めにご予約ください。

◎ 受けられる「けんしん」の種類
　 特定健診、肺がん・大腸がん・胃がん検診（内視鏡）検診、胃がんリスク検診、乳がん検診、
子宮頸がん検診
※ 「けんしん」についてご不明な点がありましたら下記まで
　 お問い合わせください。
　 三春町保健福祉課　☎ 62-3166

≪三春病院で受診する場合のご案内≫
◎ 健診実施曜日（※完全予約制）
▷ 特定健診、肺がん・大腸がん・胃がん（内視鏡）検診、胃がんリスク検診：毎週火・木・土曜日
▷ 乳がん検診：毎週金曜日
▷ 子宮頸がん検診：第２・第４土曜日午後
※来院の際は、健康保険証・受診券などをお持ちください。
※予約受付数には限りがあり、先着順のためご希望に添えないことがありますのでゆとりを持ってお申
　し込みください。

今年度の特定健診・がん検診はお済みですか？

オレンジカフェ☆さくら

　12 月より、皮膚科の降矢医師の外来診療
曜日が下記の通り変更となりますのでご了承
ください。

（旧） 毎週月曜日午前・午後
↓

（新） 毎週火曜日午前・午後
※ 完全予約制となっておりますので、受診
　希望の際は予約直通ダイヤルへご連絡くだ
　さい。

　毎週金・土曜日午前の渡辺文明医師の外来は、消化器内科（腹部の不快感や痛み、下痢・
便秘などの症状）・外科（痔・ヘルニアなどの疾患）等の診療を行っています。気になる症
状がある方はご相談ください。

消化器内科・外科疾患の診療を行っています

外来診療曜日変更のお知らせ
（皮膚科）

三春病院では最新型
の乳がん検査機器を
導入しています！
乳がん検診を受けて
みませんか？
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◆ 

新
生
徒
会
役
員
が
決
定

　

９
月
13
日
、
平
成
30
年
度
生
徒
会
役
員
選

挙
立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
数
の

立
候
補
と
な
り
、
信
任
投
票
で
全
員
が
信
任

さ
れ
、
校
長
先
生
よ
り
認
証
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
か
ら
は
新
役
員
に
よ
る
生
徒
会
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。
田
高
の
新
た
な
歴
史
を

刻
み
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
生
徒
を
リ
ー
ド
す

る
と
い
う
気
概
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◎ 

新
生
徒
会
役
員

▼ 

会　
長　
吉
田　

葵
（
２-

２
・
船
引
南
）

▼ 

副
会
長　
阿
部
彪
河
（
２-

１
・
明
健
）

　
　
　
　

 　

滝
田
晃
太
（
１-

６
・
御
舘
）

▼ 

書　
記　
平
澤
知
佳
（
２-

２
・
常
葉
）

　
　
　
　
　

 

佐
藤
爽
良
（
１-

２
・
小
野
）

▼ 

会　
計　
佐
藤
拳
偲
郎（
２-

２
・
郡
山
二
）

　
　
　
　

 　

渡
邉
萌
々
子
（
１-

２
・
滝
根
）

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

◆ 

制
服
着
こ
な
し
セ
ミ
ナ
ー

　

９
月
27
日
、
制
服
の
端
正
な
着
こ
な
し
を

定
着
さ
せ
、
身
だ
し
な
み
に
対
す
る
意
識
を

高
め
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
１
年
生
対
象
の

制
服
着
こ
な
し
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。

◆ 
町
内
清
掃
活
動

　

八
島
台
寮
生
に
よ
る
地
域
へ
の
貢
献
と
し

て
行
っ
て
い
る
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
10
月

２
日
お
よ
び
14
日
の
２
日
間
、
さ
わ
や
か
な

朝
に
寮
周
辺
か
ら
八
雲
神
社
ま
で
の
道
路
で

実
施
し
ま
し
た
。

立会演説会

認証式新役員

　

今
年
も
福
島
ト
ン
ボ
株
式
会
社
か
ら
竹
島

洋
也
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、
第
一
印
象
の

大
切
さ
、
見
か
け
は
他
人
が
評
価
す
る
、
制

服
は
格
式
が
高
い
、
社
会
で
は
フ
ォ
ー
マ
ル

と
カ
ジ
ュ
ア
ル
を
区
別
す
る
の
が
常
識
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
講
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講師の竹島洋也さん

　

日
頃
自
分
た
ち
が
通
る
通
学
路
や
八
島
台

寮
の
近
隣
の
ゴ
ミ
を
拾
う
な
ど
し
て
き
れ
い

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

セミナーのようす

八島寮の近隣を清掃する生徒たち
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三春町小・中学校音楽祭が開催されました

　10 月 31 日、三春交流館「まほらホール」において「町小 ･ 中学校音楽祭」が開催されました。全員による「栄
えよ三春」（町民歌）の大合唱、その後、各学校による合唱の発表や合奏の演奏が披露されました。ディズニー
メドレーやアニメソングなど子どもたちにとってなじみ深い曲から、昭和の名曲、懐かしのメロディーまで、そ
れぞれの学校ごとに趣向を凝らしたすばらしい発表でした。

地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000

中妻小学校 中郷小学校

岩江小学校 岩江中学校

御木沢小学校 三春小学校

沢石小学校 三春中学校

参加者全員で合唱「翼をください」：指揮 三春中３年橋本里奈さん
沢石小 6 年佐久間泰聖さんによる

交歓の言葉

18



問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX62-6000

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
30
日
、
第
28
回
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会
が
福
島
県
家
畜
市
場

（
本
宮
市
）
で
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
影
山
郁
雄
さ
ん
（
貝
山
）、
過
足
広
美
さ
ん
（
過
足
）

の
飼
養
牛
が
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
を
代
表
し
、
出
場
し
ま
し
た
。

過足広美さんの出品牛「なつひめ号」

　

当
日
は
、
県
内
各
農
協
の
代
表

牛
62
頭
が
出
場
。牛
の
発
育
状
況
、

体
形
の
美
し
さ
な
ど
を
基
準
に
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
影
山
さ
ん
の
出

品
牛
「
ま
な
か
号
」
が
第
２
区
で

優
等
賞-

首
席
（
併
せ
て
特
別
賞

-

種
雄
賞
）、
過
足
さ
ん
の
出
品

牛
「
な
つ
ひ
め
号
」
が
第
１
区
で

２
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

影山郁雄さんの出品牛「まなか号」

第
５
回
市
町
村
対
抗
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
結
果

　

第
５
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
相
馬
市
の
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
、
三
春
町
チ
ー
ム
は
10
月
14
日
の
１
回
戦
で
桑
折
町
チ
ー
ム
と

対
戦
し
ま
し
た
。

選手の皆さん

　

先
発
の
工
藤
廉
投
手
が
力
投
し

ま
し
た
が
、
２
回
に
守
備
の
乱
れ

で
先
制
さ
れ
３
点
を
追
う
展
開
と

な
り
ま
し
た
。

　

３
回
に
大
内
明
選
手
と
高
橋
毅

選
手
の
連
続
タ
イ
ム
リ
ー
で
２
点

を
返
し
１
点
差
に
詰
め
寄
り
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
再
三
の
チ
ャ
ン

ス
に
あ
と
１
本
が
出
ず
２
対
３
で

惜
し
く
も
初
戦
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。

力投した工藤廉投手

福
島
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル

県
知
事
賞
受
賞

　

平
成
30
年
度
の
福
島
県
林
業
コ
ン

ク
ー
ル
の
授
賞
式
が
10
月
20
日
に
郡

山
市
で
行
わ
れ
、遠
藤
幸
重
さ
ん
（
富

沢
）
が
造
林
部
門
に
お
い
て
福
島
県

知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
家
業
の
農
業
を
営

み
な
が
ら
、
親
子
二
代
で
25
年
以
上

田
村
森
林
組
合
の
総
代
と
し
て
協
力

す
る
と
と
も
に
、
自
己
所
有
の
山
林

整
備
や
拡
大
造
林
を
図
る
な
ど
、
熱

心
な
山
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

受賞を報告する遠藤幸重さん（中央）

八
島
台
自
主
防
災
会
が

防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た

　

10
月
14
日
、八
島
台
自
主
防
災
会（
会

長
：
小
池
清
美
八
島
台
代
表
区
長
）
に

よ
る
防
災
訓
練
が
八
島
台
集
会
所
お
よ

び
河
原
公
園
で
開
催
さ
れ
、
地
域
住
民

約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

震
度
６
の
地
震
発
生
に
よ
る
火
災
や

家
屋
の
倒
壊
を
想
定
し
、
災
害
対
策
本

部
設
置
訓
練
、
防
災
活
動
行
動
パ
タ
ー

ン
の
確
認
、
１
１
９
番
通
報
訓
練
、
車

い
す
・
担
架
の
取
扱
い
訓
練
、
消
防
団

に
よ
る
消
防
操
法
披
露
や
消
火
栓
に
よ

る
放
水
訓
練
、
発
電
機
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。炊き出し訓練のようす 車いすの取扱い訓練のようす
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昭
和
44
年
に
築
造
さ
れ
た
白
山
配
水
池
の
老
朽
化
に
伴
い
、
更
新
工
事
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
。
今
般
、
新
白
山
配
水
池
（
１
、０
０
０
㎥
×
２
基
）
が
完
成
し
た
こ
と

か
ら
10
月
に
県
中
保
健
所
の
検
査
を
受
け
、
新
白
山
配
水
池
か
ら
の
配
水
に
切
替
え

て
供
給
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

完成した新白山配水池

新
白
山
配
水
池
が
完
成
し
ま
し
た

◎ 

配
水
池
の
役
割

　

配
水
池
は
、
浄
水
場
で
作
ら
れ
た
水
道
水

を
家
庭
に
供
給
す
る
た
め
に
貯
水
す
る
施
設

で
す
。
こ
こ
か
ら
家
庭
へ
自
然
流
下
で
供
給

す
る
た
め
配
水
池
は
高
台
に
建
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
浄
水
場
か
ら
配
水
池
ま
で

ポ
ン
プ
で
送
水
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
水
池
は
、
浄
水
場
で
作
ら
れ
る
水
量
と

時
間
ご
と
に
変
わ
る
家
庭
な
ど
で
使
わ
れ
る

水
量
を
調
整
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼ 

問　
企
業
局 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 　
　
　
　

☎
62-

２
５
０
０

　

 　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

　

11
月
１
日
、
旧
三
春
中
学
校
体
育
館
は
三
春
町
民
第
２
体
育
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
利
用
時
間
や
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
町
民
体
育
館
と
同

じ
と
な
っ
て
お
り
、
利
用
申
請
の
受
付
は
町
民
体
育
館
に
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
健

康
維
持
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。オープン当日の三春町民第２体育館

三
春
町
民
第
２
体
育
館
が
開
館
し
ま
し
た

▼ 

利
用
時
間

▽ 

平
日　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

▽ 

日
曜
日
・
祝
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼ 

休
館
日　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

▼ 

使
用
料　
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
ま
た
は
町

　

民
体
育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
▽ 

三
春
交
流
館
﹁
ま
ほ
ら
﹂

 　
☎
62-

３
８
３
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

▽ 

町
民
体
育
館

 　
☎
62-

６
２
１
２

今
月
の
表
紙

　

今
回
は
、
三
春
秋
ま
つ
り
２
日
目
に
行
わ
れ
た
愛

姫
輿
入
れ
行
列
を
取
材
し
ま
し
た
。
愛
姫
役
は
、
以

前
行
わ
れ
た
愛
姫
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
た
女
子
生
徒
さ
ん
が
つ
と
め
ま
し
た
。
当
日
は

秋
晴
れ
と
な
り
、
太
陽
の
光
に
後
押
し
さ
れ
る
よ
う

に
行
列
は
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

12
歳
で
親
元
を
遠
く
離
れ
伊
達
家
へ
嫁
い
だ
愛
姫

と
、「
平
成
の
愛
姫
」
の
可
愛
ら
し
く
も
あ
ど
け
な

さ
の
残
る
姿
を
重
ね
合
わ
せ
、
切
な
さ
を
覚
え
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
取
材
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

20



第
28
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
大
会
出
場
権
獲
得

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
し
た

﹁
ざ
る
菊
﹂
の
花
苗
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

布絵本講習会のようす②

布絵本講習会のようす①

特別おはなし会のようす

　

10
月
23
日
か
ら
28
日
ま
で
、
町
民
図
書
館
に
お
い
て
「
図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
８
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
民
図
書
館
内
や
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
で
、
古
本
リ
ユ
ー
ス
市
、
秋
の
と
し
ょ

か
ん
福
袋
、
布
絵
本
講
習
会
、
特
別
お
は
な
し
会
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。
お
は
な
し
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
職
員

に
よ
る
大
き
な
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
、
郡
山
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

一
般
社
団
法
人
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
協
会
主

催
の
第
28
回
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
福
島
地
区
本
選
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
小
学
校
ピ
ア
ノ
部
門
に
出
場
し

た
小
野
寺
佳
音
さ
ん
（
三
春
小
４
年
）
は
、
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
見
事
「
優

秀
賞
」
を
受
賞
し
、
12
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小野寺佳音さん

　

こ
の
度
、
鷹
巣
字
浮
内
の
橋
本
一

夫
さ
ん
か
ら
「
ざ
る
菊
」
の
花
苗
を

ご
寄
贈
い
た
だ
き
、「
大
町
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
」（
三
ッ
角
）
と
「
百
杯
宴
広

場
」（
桜
川
筋
）
に
植
栽
し
ま
し
た
。

　

街
中
を
散
策
し
て
草
花
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

大町ポケットパーク（三ッ角）

岩
江
地
区
桜
川
を
き
れ
い
に

　

す
る
会
今
年
度
事
業
終
了

　

岩
江
地
区
桜
川
を
き
れ
い
に
す
る

会
で
は
、
平
成
30
年
度
の
事
業
を
11

月
４
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

年
６
回
開
催
し
、
参
加
人
数
は
の

べ
２
８
０
名
、
回
収
ご
み
は
１
６
０

㎏
で
し
た
。
山
田
地
区
は
地
形
の
関

係
で
国
道
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
が

主
で
上
舞
木
地
区
で
は
河
川
の
草
刈

り
、
下
舞
木
地
区
で
は
河
川
と
国
道

の
草
刈
り
が
半
々
で
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
岩
江
地
区
の
一
部

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
み
も
少
な
く

な
り
年
々
き
れ
い
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

参加された皆さん

きれいになってきた桜川へ白サギたちが遊びにきてくれました
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主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 12 月 3・5・10・17・23・24・29 〜 1 月 4 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 12 月 3・10・17・25・27 〜 1 月 3 日
▶ 自然観察ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館（☎ 62-5263）
　 12 月 3・10・17・25・27 〜 1 月 3 日
▶ 人形館（☎ 62-7053）
　 12 月 3・10・17・25 〜 1 月 31 日（20 日開館）
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 12 月 3・10・17・27・28（磐
州市のみ開催）・29 〜 1 月 3 日
▶ 児童生活センター（☎ 62-8666）
　 12 月１・８・29 〜１月５日
　 日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 12 月 28 日、１月４・７日
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務
▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　12 月 5・12・19・26 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　12 月 2・9・16・23 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　12 月 22 日（土）・23 日（日）
　 午前９時〜午後４時

三春交流館運営協会
自主事業を紹介します

　チェロ界屈指のドイツの若き名匠石坂団十郎が、日
本人ピアニスト実力派 NO.1 小菅優を伴奏者に迎えて、
得意のべートーヴェンを披露します。
　２人は共にドイツで活躍しており、ドイツ音楽でも
特にベートーヴェンに造詣が深い方々です。
　今回は、傑作ソナタ第３番をはじめ多彩なベートー
ヴェンの世界をお届けします。
◆ 開催日時　12 月 9 日（日）
　　　　　　午後 3 時開演（午後 2 時 30 分開場）
◆ 前売り券　全席指定
　 　　　　　一般 3,000 円／高校生以下 1,000 円
※当日券は 500 円増となります。
　前売りで完売の場合は当日券の販売はありません。
チケット好評発売中！

①石坂団十郎 ＆ 小菅優デュオリサイタル

　東京フィルハーモニー交響楽団のコンサートマスターを
務める三浦章宏を中心に、在京オーケストラで活躍する気
鋭の演奏家たちが「まほらホール」に集結し、この日限り
の「まほらフェスティバルオーケストラ」を編成します。
◆ 開催日時　平成 31 年 1 月 14 日（月・祝）
　 　　　　　午後２時開演（午後１時 30 分開場）
◆ 前売り券　全席指定
　　　　　 　一般 5,000 円／高校生以下 2,000 円
※当日券は 500 円増となります。前売りで完売の場合
　は当日券の販売はありません。
チケット好評発売中！

②まほらフェスティバルオーケストラ
　ニューイヤーコンサート 2019 in まほら

三春交流館「まほら」開館 15 周年記念事業
愛
め ご

姫
ひ め

生誕 450 年記念事業

問い合わせ先
三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

～宝くじの社会貢献広報事業の一環として助成を受けて実施されます～

　三春交流館「まほら」開館 15 周
年特別割引として、10 月 14 日「小
山実稚恵ピアノリサイタル」、12 月
９日「石坂団十郎＆小菅優デュオリ
サイタル」のチケット（実施後の
場合は半券）をお持ちいただくと、
1,000 円（高校生以下 500 円）ずつ
割引いたします。２枚ともお持ちの
方は、2,000 円（高校生以下 1,000
円）引きとなります。詳細については、
お問い合わせください。
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M-NAVI 交流館 NEWS
◆◆◆ 12 月～平成 31 年１月 14 日のイベント情報 ◆◆◆

28日（金）

２日（日） ４日（金）

　

ピアノ発表会

16日（日）

平成31年新年交礼会

平成30年度三春小学校学習発表会「はばたけ三春っ子」

12月
９日（日）

９時～12時
まほらホール
自由席
無料

平成31年１月

12月

12月12月

12月

世界各国で活躍するチェリスト石坂団
十郎が、ピアニスト小菅優とともに、オ
ール･ベートーヴェン･プログラムを演
奏します。
【三春交流館運営協会 ☎62-3837】

ピアノのソロから連弾、アンサンブル、
合唱までと盛り沢山の発表会です。小
さな音楽家たちへの温かい拍手をお待
ちしております。【郡司洋子、小松加奈
子、本田幸江 代表 郡司 ☎62-4808】

１日（土）
歌あり劇あり踊りあり。これまでに学ん
だ様々なことを、ステージいっぱいに表
現します。三春っ子の輝く姿をぜひご
覧ください。

【三春小学校 ☎62-3101】

ロッキーチャックコンサート2018 in まほら
まほらコンサートも今年で15回目。まほらホール
も開館15周年。まほらと共に歩んで来たような…。
オジサン達はまだまだ元気です！ロッキーチャック
コンサート今年もやります！！【ロッキーチャック
コンサート実行委員会(橋本) ☎62-2832】

13時～16時
まほらホール
自由席
無料

15時～17時
まほらホール
自由席
1,500円

15時～16時30分
まほらホール／指定席
一般3,000円
高校生以下1,000円
(当日各500円増)

石坂団十郎＆小菅優デュオリサイタル

磐州市「年末市」
11時～13時
交流広場

年末年始に必要なものの売り出しです。
おせち料理の材料やしめ飾りなどを販
売します。

【三春磐州市実行委員会(村上)
☎62-4329】

13時30分
～14時30分
まほらホール
自由席
無料

毎年恒例の新年交礼会を開催します。
ぜひお越しください。

【総務課庶務グループ ☎62-2111】

13日（日）

平成31年三春町成人式
平成31年１月 13時30分

～14時30分
まほらホール
(新成人者のみご
入場できます。)

14日（月）

まほらフェスティバルオーケストラニューイヤーコンサート2019inまほら
平成31年１月 15時～

まほらホール／指定席
一般5,000円
高校生以下2,000円
(当日は各500円増)

東京フィルハーモニー交響楽団のコンサートマスター
を務める三浦章宏を中心に、在京オーケストラで活躍
する気鋭の演奏家たちが「まほらホール」に集結し、こ
の日限りの「まほらフェスティバルオーケストラ」を編
成します。【三春交流館運営協会 ☎62-3837】

20歳の門出を同級生の皆さんとお祝
いしませんか。三春町の成人式に出席
を希望される方はご連絡ください。

【三春交流館「まほら」 ☎62-3837】

12月
22日（土）

アンサンブルやクリスマスの曲もありま
すので、ご家族皆様で楽しめるステージ
になっています。ぜひお越しください。

【サウンドオブユニオン吹奏楽団(村田) 
☎090-6250-2109】

14時～16時
まほらホール
自由席
無料

第９回サウンドオブユニオン＆三春中学校吹奏楽部冬のジョイントコンサート ※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。
　 掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

趣
味
・
教
養

問い合わせ先
三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX62-4727

自然観察ステーション 12 月・１月のイベント情報
行事 日時 場所

つるクラフト 12月１日（土）
９時30分～12時

内容 持参品
つるを使ってリースや、かごなどを作り
ます。

軍手
あれば剪定はさみ

参加費

300円ステーション

彗星観望会 12月14日（金）
18時30分～21時

46Pウィルタネン彗星が地球に接近
します。
この時の光度は、３等から４等級予想
され、条件が良ければ肉眼でも見える
かもしれません。

寒くない服装 無料ステーション天文台

カラーキャン
ドルを作ろう

12月22日（土）
９時30分～12時 ステーション クリスマスにぴったりのカラフルなキャ

ンドルをつくろう。 なし 300円

部分日食
観察会

平成31年１月６日（日）
８時30分～11時30分 ステーション天文台

約３年ぶりの部分日食を観察します。
８時44分くらいから欠けはじめ、10時
９分頃、食の最大となり太陽の約47
％が月に隠されます。11時41分頃に
部分日食は終わります。

なし 無料

申込・問い合わせ先　自然観察ステーション　☎ 61-1546

　10 月 14 日、三春交流館「まほら」開館 15 周年記念事業 小
山実稚恵ピアノリサイタルが開催されました。
　小山さんは、チャイコフスキー国際コンクール、ショパン国
際ピアノコンクールの二大コンクールに入賞した人気・実力と
もに日本を代表するピアニスト。シューベルトやショパンなど
の名曲を卓越した技術で演奏され、アンコールを４曲も演奏す
るなど、拍手が鳴り止まないほど観客は魅了されました。

小山実稚恵ピアノリサイタル 観客を魅了！

ピアノリサイタルのようす
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈乳幼児健康診査：子育て支援課　☎ 62-0055　FAX62-3232　保健センター開放日：保健福祉課　☎ 62-5110　FAX62-0202〉

おしゃべりして楽しいひと時を過ごしてみませんか。

保育士さんと一緒にふれあい遊びやお話を楽しむ時間です。

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

12月7日（金）
11時～12時

12月5日（水）
11時30分～

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

たのしいせいさく 12月12日（水）
11時30分～ 特になし

地域
子育て支援
センター

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞けます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

のびのびの日
離乳食についての相談

12月21日（金）
10時～12時

就学前の12月生まれの
お子さんと保護者

手作りのお誕生カードに“お祝いの言葉”と身長・体重や手形
を押してつくり、大きなケーキを囲んで12月生まれのお友達
をみんなでお祝いします。

お誕生会
12月生まれ（要予約）

12月14日（金）
11時～
申込期限12月7日（金）

図書館のスタッフがきて楽しいお話をします。出前おはなし会 12月19日（水）
10時30分～11時 特になし

平成30年8月11日
～9月10日生まれ

3歳児 平成27年8月27日
～9月30日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

保健センター開放日

平成30年2月1日
～2月28日生まれ 母子手帳・問診票・「ほっと」・バスタオル

平成29年5月1日
～5月31日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

12月18日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

12月20日（木）
13時集合
12月19日（水）
13時集合

1歳6か月児

12月18日（火）
9時～12時 特になし

9～10か月児 12月19日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

離乳食教室 10時～

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時～午後０時／午後 1 時～ 3 時

12月26日（水）
10時30分～11時絵本とわらべ唄

対　象行　事 日　時 場　所
町民図書館乳幼児と保護者、妊婦

図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課・保健福祉課の今月の行事
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・子育て支援課・保健福祉
課の今月の行事をお知らせします。詳しい内容はお問い合わせください。

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX62-8669〉
対　象行　事 日　時 場　所 内　容

12月22日（土）
９時集合
申込期限12月12日（水）

内　容：「キャンドルづくり」
　　　  バスで自然観察ステーションに向かいます。ろ
　　　  うそくを溶かして、きれいな色をつけて自分だ
　　　  けのオリジナルキャンドルを作ろう。今年のク
　　　  リスマスは、自分キャンドルを灯してパーティー
　　　  しよう。
参加費：300円（申込時に持参してください。）
申込先：児童生活センター（三春小西校舎）

理科クラブ 小学生と保護者
三春小学校内
わんぱく
クラブ室

平成31年１月５日（土）
10時集合
申込期限12月21日（金）

内　容：「昔遊びをしよう」
　　　  おじいちゃんや、おばあちゃんが子どもの頃に
　　　  遊んでいた遊びを体験してみよう。
　　　  ベーゴマ・メンコ・羽子板遊びをしよう。ベーゴ
　　　  マを回すのは、コツをつかんで回せるようにな
　　　  るととても楽しいよ。
持参物：うわばき、タオル、水筒
参加費：100円（申込時に持参してください。）
申込先：児童生活センター（三春小西校舎）
　　　  または御木沢児童クラブ
連絡先：児童生活センター（☎62-8666）
　　　  または御木沢児童クラブ（☎62-7770）

昔あそび体験 小学生
御木沢小
体育館
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の お すす め 本

※ 新着コーナーには、12 月６日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX61-1026

『カテリネッラとおにのフライパン』
剣持弘子／訳・再話

剣持晶子／絵　こぐま社

『適応障害のことが
よくわかる本』

貝谷久宣／監修　講談社
　食べ物にまつわるイタリア
の昔話を 4 つ集めた本です。
鬼にフライパンを借りたカテ
リネッラ。お礼のドーナツを
持って鬼の家に行く途中、ドー
ナツを全部食べてしまいまし
た。そこで、ドーナツの代わ
りに入れたものは…？一人で
本を読み始めた子でも読みや
すい一冊です。

　適応障害とは、ストレスに
うまく適応できず起こる病気
とのことです。この本では、
症状から原因、治療まで、適
応障害についてわかりやすく
説明しています。
　図書館では 12 月中、心の
健康に関する本を展示してい
ます。どうぞご利用ください。

こ
と
こ
と
こ
ー
こ
（
阿
川
佐
和
子
）
／
居
酒
屋
ぼ
っ
た
く
り
（
10
）（
秋
川

滝
美
）
／
童
の
神
（
今
村
翔
吾
）
／
大
和
維
新
（
植
松
三
十
里
）
／
死
神

刑
事
（
大
倉
崇
裕
）
／
絵
里
奈
の
消
滅
（
香
納
諒
一
）
／
思
い
出
が
消
え

な
い
う
ち
に
（
川
口
俊
和
）
／
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ン
（
今
野
敏
）
／
到
達
不
能

極
（
斉
藤
詠
一
）
／
銀
河
食
堂
の
夜
（
さ
だ
ま
さ
し
）
／
草
原
の
コ
ッ
ク
・

オ
ー
・
ヴ
ァ
ン 

高
原
カ
フ
ェ
日
誌
Ⅱ
（
柴
田
よ
し
き
）
／
深
淵
の
色
は 

佐

川
幸
義
伝
（
津
本
陽
）
／
そ
の
先
の
道
に
消
え
る
（
中
村
文
則
）
／
銀
橋
（
中

山
可
穂
）
／
掟
上
今
日
子
の
乗
車
券
（
西
尾
維
新
）
／
湖
底
の
城
（
９
）（
宮

城
谷
昌
光
）
／
文
学
は
お
い
し
い
。（
小
山
鉄
郎
）
／
銀
河
を
渡
る
（
沢
木

耕
太
郎
）
／
任
務
の
終
わ
り 

上・下
（
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン・キ
ン
グ 

白
石
朗
訳
）

／
天
国
で
ま
た
会
お
う
（
ピ
エ
ー
ル
・
ル
メ
ー
ト
ル 

平
岡
敦
訳
）

【
児
童
書 

】

【
一
般
書 

】

【
一
般
書

【
一
般
書

【
一
般
書
】】 読

み
物
・
文
芸

『カテリネッラとおにのフライパン』

【
児
童
書

【
児
童
書

【
児
童
書
】】

﹁
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
﹂
開

催
の
お
知
ら
せ

　

三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　

お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を
飲

み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち

で
、
助
産
師
や
保
健
師
、
栄
養
士
に

相
談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時

 　
12
月
13
日
（
木
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▼ 

場
所

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　

 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　

 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン

　

 

ポ
イ
ン
ト
（
赤
ち
ゃ
ん
と
の
遊

　

 

び
の
紹
介
）

▼ 

対
象　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　

 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 

持
参
物　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　

粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　

ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
12
月
11
日

　
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　

な
ど
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

平
成
30
年
度
里
親
入
門
講
座

の
お
知
ら
せ

　
「
里
親
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」「
親

と
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
子
を

育
て
た
い
」「
養
子
と
な
る
子
を
育

て
た
い
」「
赤
ち
ゃ
ん
を
短
期
間
な

ら
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、

里
親
・
子
ど
も
の
福
祉
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◎ 

み
ん
な
で
、
育
て
る
。

～
里
親
入
門
講
座
～

▼ 

日
時

 　
平
成
31
年
２
月
４
日
（
月
）

　

 

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

▼ 

会
場

 　
郡
山
市
中
央
公
民
館

　

 （
郡
山
市
麓
山
１
丁
目
８-

４
）

▼ 

内
容

▽ 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
里
親
制
度

　

に
つ
い
て

▽ 

養
育
里
親
さ
ん
の
体
験
談

▼ 

申
込
締
切

 　
平
成
31
年
１
月
25
日
（
金
）

◎ 

里
親
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
会

▼ 

日
時

 　
平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※ 

予
約
制
（
１
組
あ
た
り
１
時
間

　

程
度
）

▼ 

会
場

 　

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　

 （
郡
山
市
麓
山
１
丁
目
１-

１

　

 

郡
山
合
同
庁
舎
南
分
庁
舎
１
階
）

▼ 

対
象

　

里
親
（
養
育
里
親
・
養
子
縁
組

里
親
）
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
し

た
い
方

▼ 

定
員

　

４
組
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は

別
途
日
程
を
相
談
で
き
ま
す
）

▼ 

申
込
締
切

 　

平
成
31
年
２
月
12
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問

　

 

福
島
県
県
中
児
童
相
談
所

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
３
５-

０
６
１
１

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
３
５-

０
６
１
８

　

 　
kentyuu.jisou@

pref.

　

 　

fukushim
a.lg.jp

子
ど
も
・
親
子
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臨
床
心
理
士
の
子
育
て
相
談

日
の
お
知
ら
せ

　

臨
床
心
理
士
の
久
保
木
優
紀
先

生
が
、
町
立
の
保
育
所
・
幼
稚
園

を
訪
問
す
る
ほ
か
、
子
育
て
の
こ

と
、
子
ど
も
の
発
達
の
こ
と
な
ど

の
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
子
育
て
支
援
課
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
（
予
約
制
）

　

 

12
月
20
日
（
木
）

　

 

午
前
９
時
10
分
～
10
時
10
分

　

 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

育
児
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

　

三
春
町
で
は
３
つ
の
育
児
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

未
就
園
児
（
０
～
３
歳
く
ら
い
）

の
親
子
を
中
心
に
、
季
節
に
あ
っ

た
行
事
や
親
子
体
操
、
人
形
劇

鑑
賞
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
遊
び
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 今月の実施日

12月19日（水）

12月5日（水）

12月13日（木）

岩江子育てサロン
わいわい広場

時間名称 活動日 場所

無料

10時

12時

合同サークル
クリスマス会

八島台
ちびっこサークル

おやつ代
1家族100円

岩江センター

岩江センター

八島台集会所

活動内容 費用
観劇
（劇団赤いトマト）

クリスマス会

自由遊び

300円〜

　

各
サ
ー
ク
ル
と
も
随
時
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。（
行

事
な
ど
単
発
の
参
加
も
歓
迎
し
て

い
ま
す
。）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
お

住
ま
い
の
地
区
関
係
な
く
参
加
で

き
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　
 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62-

０
０
５
５

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

平成31年２月15日（金）５
平成31年３月１日（金）６
平成31年３月11日（月）７

月　日 時　間

平成31年１月11日（金）

内　容

１

回

13時30分～15時30分 ①健やかな体をつくる栄養のポイント（講師：町栄養士）
②効果的な運動のコツ（講師：町保健師）

平成31年１月18日（金）２
平成31年１月28日（月）３
平成31年２月１日（金）４ 13時30分～15時

生活習慣病予防の
運動について講話・実技
　「健やかな体づくりのための運動」
　 講師：日本体育協会公認スポーツ指導者

▼ 生活習慣病予防講座

冬
場
こ
そ
運
動
を
始
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
！

﹁
離
乳
食
教
室
﹂
開
催
の
お

知
ら
せ

　

初
め
て
子
育
て
す
る
お
母
さ

ん
！
ま
た
再
度
子
育
て
す
る
お
母

さ
ん
！
こ
れ
か
ら
安
心
し
て
離
乳

食
作
り
が
で
き
る
よ
う
に
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼ 

日
時

　

 

12
月
18
日
（
火
） 

午
前
10
時
～

▼ 

場
所

 　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階 

調
理
室

▼ 

内
容

　

離
乳
食
作
り
（
進
め
方
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま

す
）

▼ 

持
参
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
お
ん
ぶ

ひ
も

▼ 

申
込
期
日　
12
月
13
日
（
木
）

▼ 

募
集
人
数　
先
着
５
名

▼ 

そ
の
他

　

参
加
費
は
無
料
。
お
子
さ
ん
が

一
緒
で
も
大
丈
夫
で
す
。
参
加
申

込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 
申
込
・
問

　

 

子
育
て
支
援
課

　

 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-
０
０
５
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

　

寒
い
冬
場
は
家
の
中
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
で
活
動
量
が
減
る

時
期
で
す
が
、
家
の
中
で
で
き

る
運
動
を
習
得
し
て
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

肥
満
や
糖
尿
病
、
関
節
痛
や
認

知
症
予
防
な
ど
生
活
習
慣
病
を

予
防
し
て
健
や
か
な
体
づ
く
り

に
欠
か
せ
な
い
の
が
運
動
で
す
。

ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象
者　
74
歳
以
下
の
運
動

　

制
限
の
な
い
方

▼ 

参
加
費　
無
料

▼ 

定
員　
35
名

▼ 

申
込
方
法　
１
月
７
日
（
月
）

　

ま
で
に
保
健
福
祉
課
ま
で
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２
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平
成
30
年
度
高
齢
者
社
会
参

加
ポ
イ
ン
ト
制
度

商
品
券
交
付
申
請
の
受
付
を

開
始
し
ま
す

　

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
制

度
に
参
加
し
、
一
定
の
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
て
い
た
だ
く
と
、
商
品
券

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
分
ポ
イ
ン
ト
に
つ

い
て
、
次
に
よ
り
交
付
申
請
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間

　

12
月
３
日
（
月
）

～
平
成
31
年
３
月
29
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼ 

受
付
場
所

 　
保
健
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
字
南
町
26-

１
）

▼ 

申
請
方
法

　

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
手

帳
お
よ
び
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
人
が
来
所
で
き
な
い

場
合
、
代
理
人
や
郵
送
で
も
申
請

で
き
ま
す
が
、
必
要
事
項
に
漏
れ

が
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼ 

ポ
イ
ン
ト
の
交
換

　

合
計
ポ
イ
ン
ト
が
１
、０
０
０

ポ
イ
ン
ト
以
上
（
ス
タ
ン
プ
が
10

個
以
上
）
の
も
の
か
ら
５
０
０
ポ

イ
ン
ト
単
位
で
、
み
は
る
ス
タ

ン
プ
会
の
商
品
券
と
交
換
で
き
ま

す
。

　

た
だ
し
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
未

満
の
ポ
イ
ン
ト
は
切
り
捨
て
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
内
に
交
換
で
き
る

の
は
５
、０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ま
で

で
す
。

（
例
）
１
、６
０
０
ポ
イ
ン
ト
で
申

　

請
し
た
場
合
は
、
１
、５
０
０

　

円
の
商
品
券
と
交
換
と
な
り
、

　

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
は
切
り
捨
て

　

と
な
り
ま
す
。
次
年
度
へ
の
繰

　

り
越
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
注
意
点

▽ 
平
成
31
年
２
月
末
日
ま
で
に
活

　

動
し
た
ポ
イ
ン
ト
が
対
象
と
な

　

り
ま
す
の
で
、
平
成
31
年
３
月

　

の
活
動
は
対
象
と
は
な
り
ま
せ

　

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 

受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
の
申

　

請
は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
請
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知

ら
せ

　

平
成
30
年
７
月
１
日
よ
り
、
成

人
歯
科
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

現
在
、
成
人
の
約
８
割
が
歯
周

病
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯

周
病
は
喫
煙
や
肥
満
、
ス
ト
レ
ス

と
い
っ
た
生
活
習
慣
に
よ
り
悪
化

し
や
す
く
、
放
置
し
て
い
る
と
歯

を
失
っ
て
し
ま
う
原
因
と
な
り
ま

す
。

　

歯
を
磨
い
た
と
き
に
出
血
が
あ

る
、
口
の
中
が
粘
つ
く
な
ど
と

い
っ
た
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
む
し
歯
や
歯

周
病
等
、
お
口
の
健
康
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

対
象
の
方
は
無
料
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
町
内
の

歯
科
医
院
に
予
約
の
う
え
、
受
診

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

対
象
と
な
る
方

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
40

歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳
、

65
歳
、
70
歳
に
な
る
方

※ 

現
在
歯
科
医
院
で
治
療
中
の
方

　

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼ 

健
診
内
容

　

む
し
歯
、
歯
周
病
、
歯
石
の
有

無
、
か
み
あ
わ
せ
、
入
れ
歯
、
歯

磨
き
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど

▼ 

費
用　
無
料

※
但
し
、
治
療
費
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼ 

実
施
機
関

　

町
内
の
歯
科
医
院
で
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
券
の
裏

面
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

５
１
１
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
を
開

催
し
ま
す

　

今
月
は
、
臨
床
心
理
士
の
横
山

美
香
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

　
「
い
つ
も
不
安
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
」

「
心
配
事
が
頭
か
ら
離
れ
ず
に
、
よ

く
眠
れ
な
い
」「
家
族
が
ず
っ
と
部

屋
か
ら
出
て
こ
な
い
」
な
ど
、
一

人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

仕
事
や
人
間
関
係
の
悩
み
、
子

育
て
、
引
き
こ
も
り
の
こ
と
な
ど
、

ご
自
分
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

ご
家
族
の
心
配
な
こ
と
で
も
構
い

ま
せ
ん
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
専
門

家
へ
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ま
ず
は
、
保
健
福
祉
課
・

保
健
師
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※ 

臨
床
心
理
士
と
は
、人
間
の「
こ

　

こ
ろ
」
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ

　

す
る
「
心
の
専
門
家
」
で
す
。

▼ 

日
時

　

 

12
月
20
日
（
木
）

　

 

① 

午
前
９
時
30
分
～

　

 

② 

午
前
10
時
30
分
～

　

 

そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度（
要
予
約
）

▼ 

場
所

　

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

相
談
室

▼ 

問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62-

５
１
１
０

　
　
　

 

☎
62-

３
１
６
６

　

 
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

　

 　

kenko@town.miharu.fukushima.jp

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ

◎ 

入
会
説
明
会
の
お
知
ら
せ

　

次
の
と
お
り
入
会
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　
12
月
20
日
（
木
）

　
　
　
　

 

午
前
10
時
～

　
　
　
　

 （
１
時
間
程
度
）

▼ 

場
所

　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼ 

入
会
資
格

　

三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま

す
。

　

な
お
、
日
程
が
合
わ
な
い
方
で

も
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

　

 

扱
う
仕
事
（
例
）

　

屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、
農
作

業
、
墓
地
清
掃
、
空
き
家
の
見
回

り
、
植
木
の
剪
定
、
障
子
の
張
替
、

手
工
芸
品
（
竹
細
工
、
木
工
品
、

手
芸
品
）
の
制
作
と
販
売

▼ 

問

　

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

 （
三
春
町
字
南
町
21-

１
）

　

 

☎
62-

７
３
０
８

子
ど
も
・
親
子

健　

康

仕　

事

27



三
春
町
就
職
相
談
会
の
開
催

に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
事
業
と
し
て
、
県

内
事
業
所
に
就
職
を
希
望
す
る
町

内
居
住
者
や
原
発
事
故
の
影
響
に

よ
り
町
内
へ
避
難
し
て
い
る
方
々

へ
の
就
職
支
援
を
目
的
に
就
職
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

▼ 

日
時

 　
12
月
11
日
（
火
）

　

 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼ 

場
所

　

 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　

 

１
階 

楽
屋
Ａ

▼ 

対
象
者

▽ 

町
内
に
居
住
す
る
方
（
新
卒
学

　

生
等
も
含
む
）

▽ 

震
災
等
の
影
響
に
よ
り
町
内
へ

　

避
難
さ
れ
て
い
る
方

▼ 

実
施
内
容

　

就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・
応
募

書
類
作
成
補
助

▼ 

そ
の
他

▽ 

相
談
費
用
に
つ
い
て
は
無
料
で

　

す
。

▽ 

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

　

ン
タ
ー
の
専
任
の
相
談
員
が
対

　

応
し
ま
す
。

※ 

事
前
予
約
も
受
け
付
け
て
お
り

　

ま
す
。

※ 

予
約
来
場
者
優
先
と
な
る
こ
と

　

を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼ 

予
約
・
問

　

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援
セ

ン
タ
ー 

郡
山
事
務
所

　
（
〒
９
６
３-

８
０
０
２ 

郡
山
市
駅

営
農
相
談
室
開
放
デ
ー
（
個

別
相
談
）
の
お
知
ら
せ

　

田
村
農
業
普
及
所
で
農
業
の
自

己
の
経
営
改
善
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

野
鳥
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　

野
生
の
鳥
は
、
厳
し
い
気
象
条

件
下
で
餌
が
採
れ
ず
に
衰
弱
し
た

り
、
環
境
の
変
化
に
耐
え
ら
れ
ず

に
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
野
鳥
が
死
ん
で
い
て
も
直
ち

に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
を
疑

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス

は
、
通
常
の
生
活
で
は
、
人
に
感

染
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
点
】

▽ 

死
亡
し
た
野
鳥
は
素
手
で
触
ら

　

な
い
。

▽ 

野
鳥
の
排
泄
物
等
に
触
れ
て
し

　

ま
っ
た
後
に
は
、
手
洗
い
、
う

　

が
い
を
す
る
。

▽ 

野
鳥
に
近
づ
き
す
ぎ
な
い
、
靴

　

で
糞
を
踏
ま
な
い
。

▽ 

不
用
意
に
野
鳥
を
追
い
立
て
た

　

り
、
つ
か
ま
え
な
い
。

◎ 

同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん
の
野
鳥

　

が
死
ん
で
い
た
場
合
は
左
記
ま

　

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

 　
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

前
１-

14-

21 

郡
山
花
椿
ビ
ル
８
階
）

　
　
　

 

☎
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
１

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
２
５-

０
８
１
２

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期

間
・
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る

方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場

合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
方
に

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か

ら
受
け
取
れ
る
年
金
）
の
受
取
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。（
学
生
納
付

特
例
、
納
付
猶
予
が
該
当
に
な
っ

た
期
間
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
。）

◎ 

１
年
で
受
け
取
れ
る
年
金
額
の

　
め
や
す
（
平
成
30
年
度
の
金
額
）

▼ 

老
齢
基
礎
年
金

▽ 

40
年
納
付
し
た
場
合

　

 

７
７
９
、３
０
０
円

▽ 

40
年
全
額
免
除
と
な
っ
た
場
合

　
（
国
庫
負
担
２
分
の
１
で
算
出

　

し
た
場
合
）

　

 

３
８
９
、７
０
０
円

▼ 

障
害
基
礎
年
金

▽ 

１
級　

９
７
４
、１
２
５
円

▽ 

２
級　

７
７
９
、３
０
０
円

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
免
除
等
の

承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

算
し
て
３
年
度
目
以
降
の
追
納
の

場
合
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、
原
則
古
い
月
の
も
の

か
ら
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

※ 

追
納
の
お
申
込
み
・
ご
相
談
は

　

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

　

を
お
手
元
に
ご
用
意
の
う
え
、

　

お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

※ 

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

　

し
て
い
る
方
は
、
ご
利
用
で
き

　

ま
せ
ん
。

▼ 
問

　

 
郡
山
年
金
事
務
所

　

 
☎
０
２
４-

９
３
２-

３
４
３
４

う
、
営
農
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時

　

 

平
成
31
年
１
月
24
日
（
木
）

　

 　
　
　

～
２
月
21
日
（
木
）

　

 

毎
週
木
曜
日

　

 

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼ 

場
所

　

 

県
三
春
合
同
庁
舎
２
階
大
会
議
室

　

 （
三
春
町
大
字
熊
耳
字
下
荒
井

　

 

１
７
６-

５（
田
村
警
察
署
隣
））

▼ 

内
容

　

普
及
所
職
員
が
パ
ソ
コ
ン
に
よ

る
帳
簿
作
成
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

▽ 

パ
ソ
コ
ン
簿
記
初
期
化
設
定

▽ 

パ
ソ
コ
ン
簿
記
の
デ
モ
版
に
よ

　

る
演
習
等

▼ 

対
象
者

　

新
規
就
農
者
、新
規
就
農
希
望
者
、

白
色
申
告
者
、
認
定
農
業
者
な
ど

▼ 

申
込
方
法

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で

に
田
村
普
及
所
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼ 

そ
の
他

　

パ
ソ
コ
ン
、
筆
記
用
具
、
電
卓

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

▽ 

福
島
県
県
中
農
林
事
務
所

 

　
田
村
農
業
普
及
所

　
 　

　

☎
62-

３
１
１
３

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
０
６
９

▽ 
産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０
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水
道
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◎ 

量
水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の

　
交
換
を
し
ま
す

　

計
量
法
に
よ
り
設
置
か
ら
８
年

を
経
過
し
た
量
水
器
（
水
道
メ
ー

タ
ー
）
は
新
品
と
交
換
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
該
当
す
る
量
水
器

は
、
次
の
公
認
業
者
が
お
宅
へ
う

か
が
い
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

止
水
栓
が
無
い
場
合
な
ど
、
設

置
の
状
況
に
よ
り
メ
ー
タ
ー
の
交

換
が
で
き
な
か
っ
た
お
宅
に
は
、

後
日
、
担
当
よ
り
ご
連
絡
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

【
施
工
公
認
業
者
】

　
（
有
）
橋
本
設
備
、（
有
）
本
田

ポ
ン
プ
店
、（
有
）
柳
沼
設
備
、
吉

村
管
工
所
、
神
設
備
、（
株
）
三

立
設
備

【
交
換
手
数
料
】　
無
料

※ 

業
者
な
ど
が
料
金
を
請
求
す
る

　

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎ 

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

蛇
口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー

タ
ー
が
寒
さ
の
た
め
に
凍
る
と
、

破
裂
や
ひ
び
割
れ
を
起
こ
し
、
貴

重
な
水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り

か
、
修
繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も

大
き
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

　

蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な
い
よ

う
に
保
温
材
料
等
を
取
り
付
け

て
、
寒
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　

万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町

指
定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
企
業
局
水
道
・
宅

造
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼ 

問

 　
企
業
局

　

 

水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
５
０
０

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６

ふ
く
し
ま
か
ら
チ
ャ
レ
ン

ジ
！
就
農
フ
ェ
ア

　

次
代
の
農
業
の
担
い
手
と
な
る

新
規
就
農
希
望
者
を
応
援
す
る
た

め
、
福
島
県
県
中
地
方
や
そ
の
周

辺
地
域
で
就
農
を
希
望
し
て
い
る

方
を
対
象
に
合
同
相
談
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時

　

 

12
月
２
日
（
日
）

　

 

午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

▼ 

場
所

　

 

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

 

（
郡
山
市
日
和
田
町
高
倉
字
下

　

 

中
道
１
１
６
）

▼ 

内
容

　

就
農
支
援
相
談
会
、
就
農
セ
ミ

ナ
ー
、
農
業
法
人
や
個
人
事
業
主

の
求
人
募
集
、
農
業
法
人
や
各
地

の
就
農
支
援
団
体
の
研
修
生
募
集

▼ 

対
象
者

　

就
農
希
望
者
、
就
職
・
転
職
先
と

し
て
農
業
を
考
え
て
い
る
方
、
農
業

に
興
味
が
あ
る
方
な
ど

▼ 

申
込
方
法

　

 

予
約
不
要
、
参
加
自
由

▼ 

問
▽ 

福
島
県
県
中
農
林
事
務
所

 

　
田
村
農
業
普
及
所

　

 　
　

☎
62-

３
１
１
３

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

６
０
６
９

▽ 

産
業
課 

農
林
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
１
２

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

ご
み
の
分
別
・
出
し
方
に
つ

い
て
の
お
願
い

～
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
編
～

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
指
定
袋

の
中
に
、
回
収
対
象
で
は
な
い
ご

み
が
混
じ
っ
て
い
る
も
の
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
他
の
も
の
が
混
入

し
て
い
る
と
回
収
さ
れ
ず
に
、
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
ら
れ
集
積
所
に
放

置
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
ラ
ベ
ル
等
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
と
し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
硬
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
バ
ケ
ツ
や
お
も

ち
ゃ
）
や
洗
っ
て
も
汚
れ
の
取
れ

な
い
も
の
（
食
用
油
の
容
器
や
マ

プラスチックごみとして出せるもの

※容器などは水洗いし、汚れのないものに限る。

ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
類
）

は
も
え
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
お
手
持
ち
の
「
分
別

　

ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　

 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

２
１
４
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

５
１
５
５

議
会
12
月
定
例
会
が
開
催
さ

れ
ま
す

▼ 

開
会
時
期
（
予
定
）

 　

12
月
３
日
（
月
）
～
７
日
（
金
）

▽ 

定
例
会
の
詳
し
い
日
程
は
、
11

　

月
30
日
（
金
）
の
新
聞
折
込
み

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ 

一
般
質
問
は
４
日
（
火
）
を
予

　

定
し
て
い
ま
す
。
４
階
議
場
に

　

入
り
き
れ
な
い
場
合
は
、
３
階

　

会
議
室
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
ご
覧

　

い
た
だ
け
ま
す
。

▽ 

団
体
で
の
傍
聴
を
希
望
す
る
場

　

合
は
、
事
前
に
議
会
事
務
局
に

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

問　
議
会
事
務
局

　

 　
　
　
　

☎
62-

８
１
２
４

　
　
　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

２
３
１
０

仕　

事

年　

金

農　

業

暮
ら
し
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統
計
調
査
員
を
募
集
し
て
い

ま
す

　

国
や
県
が
実
施
す
る
各
種
統
計

調
査
の
調
査
事
務
に
従
事
し
て
い

た
だ
く
統
計
調
査
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◎ 

統
計
調
査
員
の
し
ご
と

　

統
計
調
査
員
は
、
総
務
大
臣
等

ま
た
は
県
知
事
か
ら
統
計
調
査
の

都
度
任
命
さ
れ
る
非
常
勤
の
公
務

員
で
、
各
種
統
計
調
査
に
従
事
し

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
調
査
対
象
で
あ

る
世
帯
や
事
業
所
な
ど
に
調
査
票

を
配
布
し
、
統
計
調
査
の
趣
旨
や

内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、
記
入
さ
れ
た
調
査
票
を
回
収

し
、
そ
の
点
検
・
整
理
な
ど
の
仕

事
を
行
い
ま
す
。

◎ 

統
計
調
査
員
と
し
て
登
録
で
き

　
る
方

▽ 

町
内
に
居
住
し
て
い
る
20
歳
以

　

上
の
方

▽ 

職
務
上
知
り
得
た
秘
密
の
保
持

　

な
ど
に
関
し
、
十
分
信
頼
で
き

　

る
方

▽ 

説
明
会
な
ど
に
参
加
で
き
、
調

　

査
期
間
中
、
責
任
を
持
っ
て
職

　

務
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
方

▽ 

税
務
や
警
察
の
事
務
に
直
接
関

　

係
の
な
い
方

▽ 
公
職
の
候
補
者
の
選
挙
活
動
に

　

直
接
関
係
の
な
い
方

◎ 

調
査
期
間
と
報
酬

　

統
計
調
査
の
種
類
に
も
よ
り
ま

す
が
、
調
査
活
動
期
間
は
２
か
月

程
度
で
、
法
律
等
の
規
定
に
基
づ

き
調
査
ご
と
に
報
酬
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

　

調
査
員
に
は
、
三
春
町
統
計
調

査
員
協
議
会
の
会
員
と
し
て
登
録

い
た
だ
き
、
各
種
調
査
が
実
施
さ

れ
る
際
に
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

そ
の
際
、
都
合
が
悪
け
れ
ば

断
っ
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
ご
自
分
の
都
合
と
あ
わ
せ

て
、
空
い
た
時
間
を
有
効
に
活
用

で
き
ま
す
。

　

調
査
員
と
し
て
従
事
し
て
い
た

だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

簡
単
な
面
接
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

総
務
課 

文
書
情
報
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

８
１
２
５

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
61-

１
１
１
０

年
４
月
よ
り
次
の
と
お
り
対
象
要

件
も
変
更
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼ 

交
付
対
象
要
件
（
全
て
に
該
当

　
の
方
）

▽ 

在
宅
す
る
65
歳
以
上
の
方

▽ 

町
内
に
住
所
を
有
し
、
介
護
認

　

定
が
要
介
護
３
以
上
の
方

▽ 

町
民
税
が
非
課
税
の
方

※ 

施
設
入
所
お
よ
び
医
療
機
関
へ

　

入
院
し
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

▼ 

給
付
券
交
付
額

　

３
、０
０
０
円
／
月
（
町
が
指
定

す
る
業
者
へ
給
付
券
を
提
示
し
、

介
護
用
品
と
引
き
換
え
る
。）

▼ 

申
請
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平
成
31

年
２
月
よ
り
申
請
の
受
付
を
開
始

し
ま
す
。

　

な
お
、
紙
お
む
つ
給
付
事
業
を

受
給
し
て
い
る
方
に
は
、
制
度
の

内
容
等
に
つ
い
て
個
別
で
通
知
し

ま
す
。

▼ 
申
請
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-
３
１
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

　

ん
で
協
力
体
制
を
整
え
て
行
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
後
に
は
、
道
路
に
雪
を
出

　

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
道
路
へ

　

の
雪
出
し
は
交
通
事
故
の
も
と

　

で
す
。

▽ 

除
雪
や
融
雪
剤
の
要
望
は
、
各

　

地
区
の
除
雪
協
力
会
長
（
区
長
）

　

を
通
し
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

問

　
 

建
設
課 

建
設
グ
ル
ー
プ

　
 　

　

☎
62-

２
１
１
５

　
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
３
０
０

平
成
31
年
４
月
よ
り
介
護
用

品
給
付
券
交
付
事
業
を
始
め

ま
す

　

現
在
、
町
で
は
在
宅
で
生
活
す

る
寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
対
し
、

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
紙
お
む
つ
給
付
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
家
族
支
援
事
業

と
し
て
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
介
護
認
定
を
受
け
る
方
が

増
加
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
も

年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
事
業
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
お
む
つ
の
現
物
支

給
か
ら
介
護
用
品
給
付
券
と
し
て

対
象
者
へ
支
給
し
ま
す
。
ま
た
、

今
回
の
見
直
し
に
伴
い
、
平
成
31

除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

　

本
年
度
も
降
雪
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
除
雪
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
備
え
、
除
雪
の
基
準
と
除

雪
時
の
お
願
い
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

除
雪
を
行
う
基
準

▽ 

町
道
の
積
雪
が
お
お
む
ね
15
㎝

　

に
達
し
た
場
合
に
行
い
ま
す
。

▽ 

除
雪
は
積
雪
が
10
㎝
以
下
に
な

　

る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

▽ 

主
要
幹
線
、
通
勤
・
通
学
路
な

　

ど
緊
急
度
の
高
い
路
線
か
ら
除

　

雪
を
行
い
ま
す
。

◎ 

除
雪
時
の
お
願
い

▽ 

路
上
駐
車
は
、
除
雪
作
業
の
障

　

害
や
事
故
発
生
の
原
因
と
な
り

　

ま
す
の
で
避
け
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

除
雪
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う

　

に
、
倒
れ
そ
う
な
生
垣
や
植
栽
、

　

竹
林
な
ど
の
維
持
管
理
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

▽ 

除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
玄
関
先

　

に
雪
に
残
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

除
雪
車
は
広
い
地
域
を
短
時
間

　

で
除
雪
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

　

玄
関
先
ま
で
は
手
が
回
り
ま
せ

　

ん
。
玄
関
先
の
雪
は
各
家
庭
で

　

除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

除
雪
は
、
一
斉
に
は
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
遅
く
な
る
地
区
が
出

　

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

▽ 

歩
道
の
除
雪
は
、
地
域
の
皆
さ
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南
町
高
齢
者
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

規格 募集戸数 家賃（月額） 駐車場面積 共益費1 共益費2

Cタイプ
単身世帯用
（和室）

３戸
（105・113・
212号室）

１DK
（41.55㎡）

13,400円
～26,400円 5,000円 約1,000円 無

Ａタイプ
夫婦世帯用
（和室+洋室）

１戸
（201号室）

１ＬＤＫ
（69.55㎡）

22,500円
～44,300円 6,000円 約1,000円 無

▼ 募集戸数および家賃など　所在地：字南町４－１
　

町
で
は
、
南
町
高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
の
方
等
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
公
営

住
宅
で
す
。

▼ 

入
居
資
格

　

次
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

方
。

① 

現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

② 

60
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。

③ 

日
常
生
活
を
自
立
し
て
営
め
る

　

程
度
の
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

④ 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

　

こ
と
に
よ
り
前
記
③
の
状
態
と

　

同
程
度
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
。

※ 
要
介
護
認
定
者
は
対
象
に
な
り

　

ま
せ
ん
。

⑤ 

収
入
が
法
令
で
定
め
る
基
準
以

　

内
で
あ
る
方

　
（
平
成
29
年
の
総
所
得
か
ら
配

　

偶
者
控
除
等
を
差
し
引
い
て
12

　

で
割
っ
た
額
）

※ 

月
額
所
得
２
１
４
、０
０
０
円

　

以
下

⑥ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　

員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

申
込
方
法

　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
入
居

申
込
書
へ
記
入
い
た
だ
き
、
ご
本

人
と
の
聞
き
取
り
面
接
を
行
い
ま

す
。

▼ 

入
居
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類

▽ 

住
民
票

▽ 

最
新
の
所
得
証
明
書

▽ 

市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
を
証
す
る
書
類

▽ 

非
課
税
証
明
書
（
非
課
税
の
方

　

の
み
）

▽ 

住
宅
の
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ

　

て
い
る
方
は
、
貸
主
の
立
ち
退

　

き
に
係
る
証
明
書

▼ 

募
集
期
間

 　

12
月
14
日
（
金
）
～
21
日
（
金
）

※ 

土
日
祝
日
除
く

▼ 

入
居
予
定
時
期

 　
平
成
31
年
１
月

※ 

時
期
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

　

す
。

▼ 

申
込
・
問

　

 

保
健
福
祉
課

 　

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　

 　
　

☎
62-

３
１
６
６

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

三
春
ま
ち
な
か
寺
小
屋

和
算
講
座
第
２
弾

　

歴
史
に
触
れ
な
が
ら
、
教
養

も
身
に
つ
く
和
算
の
講
座
第
２

弾
で
す
。
冬
休
み
、
春
休
み
に

合
わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

　

１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼ 

冬
休
み
講
座

▽ 

日
時

 　
12
月
22
日
（
土
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▽ 

場
所　
厳
島
神
社

▼ 

春
休
み
講
座

▽ 

日
時

 　

平
成
31
年
３
月
30
日
（
土
）

　

 

午
前
10
時
～
午
後
０
時

▽ 

場
所　
高
木
神
社

※ 

当
日
は
、
各
回
の
神
社
に
お

　

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

希
望
者
を
対
象
に
三
春
駅
お

　

よ
び
三
春
町
役
場
か
ら
送
迎

　

し
ま
す
。

▼ 

集
合
時
間　
午
前
９
時
50
分

▼ 

募
集
人
数　
各
回
30
名
程
度

▼ 

参
加
費

▽ 

大
人
１
、０
０
０
円

▽ 

高
校
生
以
下
５
０
０
円

（
１
回
あ
た
り
）

▼ 

講
師　
五
輪
教
一 

氏

▼ 

申
込
・
問

 　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　

 

／
観
光
部

　

 

☎
62-

３
６
９
０

暮
ら
し

募　

集

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校
へ
Ｇ
Ｏ

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校
留
学
生

募
集

　

三
春
町
と
姉
妹
都
市
を
締
結
し

て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
ラ
イ
ス
レ
イ

ク
市
に
あ
る
、
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高

校
へ
の
交
換
留
学
生
を
募
集
し
ま

す
。
三
春
町
教
育
委
員
会
と
三
春

町
国
際
交
流
協
会
は
、
こ
れ
ま
で

に
約
35
名
の
留
学
生
を
派
遣
し
ま

し
た
。

　

国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
海
外

で
の
生
活
体
験
が
で
き
る
機
会
で

す
。
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

留
学
期
間　
平
成
31
年
９
月
～

　

平
成
32
年
６
月
（
約
10
か
月
）

▼ 

留
学
先

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン

シ
ン
州
ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校

▼ 

対
象　
三
春
町
在
住
の
高
校
生

　

ま
た
は
田
村
高
校
生

▼ 

募
集
人
員　
２
名
程
度

▼ 

申
込
期
限　
12
月
26
日
（
水
）

▼ 

提
出
書
類　
申
請
書
、
志
望
動

　

機
（
市
販
の
原
稿
用
紙
２
枚
程

　

度
）、
担
任
所
見

▼ 

選
考　
書
類
審
査
後
に
筆
記
試

　

験
お
よ
び
面
接
（
１
月
中
旬
）

▼ 

費
用　
留
学
手
続
き
・
往
復
交

　

通
費
等
、
86
万
円
程
度
（
為
替

　

変
動
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
）

　

そ
の
他
個
人
的
な
レ
ク
リ
エ
ー

　

シ
ョ
ン
や
買
い
物
等
の
経
費
、

　

月
２
５
０
ド
ル
程
度

※ 

申
請
用
紙
お
よ
び
参
考
費
用
内

　

訳
等
は
「
ま
ほ
ら
」
に
あ
り
ま

　

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問　
生
涯
学
習
課

 　
（
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
内
）

　

 　
　

☎
62-

３
８
３
７

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

☆ 

ラ
イ
ス
レ
イ
ク
高
校

　

三
春
町
と
チ
ェ
コ
ザ
ン
バ
ー
グ

（
姉
妹
都
市
）
な
ど
各
国
か
ら
の

留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
で
は
、
留
学
生
の
相
談
を

受
け
入
れ
る
先
生
や
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
一
緒

に
活
動
し
て
く
れ
ま
す
。
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町
民
ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し

ま
す自

然
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、

ス
キ
ー
の
基
本
的
な
技
術
と
マ

ナ
ー
を
習
得
し
て
楽
し
く
ゲ
レ
ン

デ
を
滑
り
ま
し
ょ
う
！

▼
日
時

　

平
成
31
年
１
月
20
日
（
日
）

　
（
第
１
回
）

午
前
７
時
30
分
出
発

～
午
後
４
時
30
分
帰
着
（
予
定
）

▼
場
所

　

沼
尻
ス
キ
ー
場（
猪
苗
代
町
沼
尻
）

▼
集
合
場
所

　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
駐
車
場

▼
対
象

三
春
町
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導

者
・
団
員

▼
参
加
料

５
０
０
円（
大
人
・
子
ど
も
同
額
）

※
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
（
同

　

伴
の
み
の
場
合
は
無
料
）

※
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル
料
金
・
リ

　

フ
ト
代
は
別
と
な
り
ま
す
。

▼
募
集
人
員　
30
名

▼
申
込
期
日

平
成
31
年
１
月
11
日
（
金
）
ま
で

※
日
曜
、
月
曜
日
、
祝
日
を
除
く

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
次

　

第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」
備
え

付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

三
春
町
定
住
促
進
住
宅
入
居

者
募
集

三
春
町
定
住
促
進
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

◎
住
宅
の
概
要

▼
所
在
地　
三
春
町
桜
个
丘
二
丁

　

目
１
番
地
の
３

▼
仕
様
等

▽
構
造

　

Ｒ
Ｃ
５
階
建
て

　

全
40
戸
（
平
成
４
年
建
築
）

▽
間
取
り
・
面
積

を
記
入
し
、
参
加
料
お
よ
び
レ
ン

タ
ル
料
等
を
添
え
て
、
三
春
交
流

館
「
ま
ほ
ら
」
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
２
日
前
ま
で
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を

　

さ
れ
た
場
合
は
、
全
額
お
返
し

　

し
ま
す
。

☆
平
成
31
年
２
月
17
日
（
日
）
に

　

第
２
回
三
春
町
民
ス
キ
ー
教
室

　

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
広
報
み
は
る
１
月
号

　

に
掲
載
し
ま
す
。

▼
講
師　
三
春
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

▼
主
催

三
春
町
教
育
委
員
会
、
三
春
交

流
館
、
三
春
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

▼
申
込
・
問

　

生
涯
学
習
課

　

社
会
体
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
62-

３
８
３
７

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

４
７
２
７

３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
３
部
屋
：
６
畳

２
室
、
４
・
５
畳
１
室
）

▽
ガ
ス　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　
　
　
　
（
集
中
管
理
方
式
）

▽
水
道　
三
春
町
上
水
道

▽
電
気　
東
北
電
力

▽
下
水　
合
併
処
理
浄
化
槽

▽
駐
車
場

入
居
者
専
用
有
料
駐
車
場
各
戸

１
台
あ
り

▽
そ
の
他

・
住
宅
入
居
者
専
用
集
会
所
、
遊

具
施
設
あ
り

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し

▼
家
賃

▽
１
・
２
・
３
階４０

、０
０
０
円
／
月

▽
４
・
５
階

３
８
、０
０
０
円
／
月

▼
敷
金

家
賃
の
２
か
月
分（
８
０
、０
０
０

円
ま
た
は
７
６
、０
０
０
円
）

▼
共
益
費　
２
、７
５
０
円
／
月

▼
駐
車
場
使
用
料

　

３
、１
５
０
円
／
月

▼
入
居
条
件

▽
入
居
申
込
者
の
前
年
所
得
に
12

　

分
の
１
を
乗
じ
た
金
額
が
、
月

　

額
家
賃
の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ

　

と
。

▽
入
居
決
定
後
、
三
春
町
に
住
民

　

登
録
す
る
こ
と
。

▽
そ
の
他

◎
募
集
内
容

▽
２
階
（
２
０
１
・
２
０
６
号
室
）

▽
４
階
（
４
０
１
・
４
０
３
号
室
）

▽
５
階
（
５
０
２
・
５
０
８
号
室
）

▼
問

　

三
春
町
定
住
促
進
住
宅
指
定
管
理
者

　
（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　

（
〒
９
６
３-

７
７
２
５
三
春
町

　

大
字
鷹
巣
字
瀬
山
２
１
３
番
地
）

　
　
　

☎
62-

５
９
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
６
９
８

岩
江
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を

紹
介
し
ま
す

岩
江
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
２
種
目
で
活
動
し
て
38
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。

団
員
の
体
力
づ
く
り
と
元
気

の
良
い
あ
い
さ
つ
を
モ
ッ
ト
ー

に
土
・
日
曜
日
を
中
心
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。
近
隣
の
団
と

の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

岩江スポーツ少年団の皆さん

▼
問

　

五
十
嵐
信
安

　

☎
０
９
０-

９
７
４
５-

９
５
３
５

広　
告　
欄
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初
開
催
！
30
歳
の
大
同
窓
会

﹁
ふ
く
し
ま
０
次
会
﹂

福
島
県
で
は
、
平
成
最
後
の
年
末
、

懐
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
、
そ
し

て
、
新
た
な
出
会
い
の
場
と
な

る
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
！
同
世
代
の
仲
間
と
飲
ん
で
、

食
べ
て
、
あ
の
頃
の
思
い
出
や
こ

れ
か
ら
の
こ
と
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
？

▼
日
時　
12
月
30
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

▼
会
場　
郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア

　

ネ
ッ
ク
ス

▼
対
象　
20
代
後
半
か
ら
30
代
で

　

福
島
県
内
に
住
ん
で
い
る
方
、

　

住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方
（
定
員

　

３
０
０
人
）

▼
料
金　
３
、０
０
０
円

▼
申
込
方
法　
公
式
サ
イ
ト
か
ら

　

の
事
前
予
約
制
（
先
着
３
０
０

　

人
）

▼
問

　

福
島
県
庁
地
域
振
興
課

　

☎
０
２
４-

５
２
１-

８
０
２
３ふくしま０次会 検索検索検索

12 月４日から 10 日は人権週間です
　福島地方法務局および福島県人権擁護委員連合会では、12
月 10 日（世界人権宣言採択日）の「人権デー」を最終日として、
12 月 4 日から 10 日までを「第 70 回人権週間」とし、当該
週間を中心に啓発活動および相談活動を行います。
　また、人権週間に限らず、電話相談を実施していますので、
次の電話番号までご相談ください。相談は無料で、秘密は厳
守します。
◆ みんなの人権 110 番　　 ☎ 0570 － 003 － 110
◆ 子どもの人権 110 番　　 ☎ 0120 － 007 － 110
◆ 女性の人権ホットライン　☎ 0570 － 070 － 810

相談は無料で、秘密は守られますので、
お気軽にご相談ください。

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126　FAX62-5155

今月も三春町において
特設人権相談所が開設されます

◆ 日時　12 月４日（火）
　　　　 午前 10 時～午後３時
◆ 場所　三春交流館「まほら」

健
康
教
室
の
ご
案
内

▼
日
時

　

12
月
４
日
（
火
）、
14
日
（
金
）、

18
日
（
火
）、
25
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
11
時

☆ 

25
日
は
ク
リ
ス
マ
ス
ラ
ン
チ
会

本
年
最
後
の
健
康
教
室
。
み
ん

な
で
楽
し
く
過
ご
し

ま
し
ょ
う
！
（
１
、

５
０
０
円
：
限
定
ラ

ン
チ
、
飲
み
物
付
き
）

▽
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
運

　

動
（
30
分
程
度
）

▽
専
門
家
（
薬
剤
師
、
接
骨
院
の

　

先
生
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ

　

ラ
ー
）
に
よ
る
お
話
、
相
談
会

　

な
ど
健
康
と
体
重
管
理
、
認
知

　

症
予
防
、
美
容
、
漢
方
な
ど
を

　

楽
し
く
実
践
！

▼
場
所　
カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

▼
参
加
費　
５
０
０
円

　
　
　
　
　
（
飲
み
物
付
き
）

健康教室のようす

▼
申
込
・
問

　

カ
フ
ェ
ー
ブ
リ
キ
イ
ヌ

　

☎
61-

６
７
５
７

広　
告　
欄

募　

集

み
ん
な
の
掲
示
板
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広　
告　
欄

12 月の行事カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

109 11 12 13 14 15

1

32 4 5 6 7 8

1716 18 19 20 21 22

2423 25 26 27 28

3130

健康づくり
カローリング教室※１

健康づくり
男の料理教室※２

おはなし “あのね ”

ままカフェみはる

ハピハピday

たのしいせいさく

離乳食教室

心配ごと相談
こころの健康相談会

乳幼児健診・
１歳６か月児

お誕生会
12月生まれ

心配ごと相談

24

25

24

24

24

35 35

24

24

35

24

心配ごと相談 35石坂団十郎＆小菅優
デュオリサイタル 22

のびのびの日・
離乳食についての相談

乳幼児健診・
９～10か月児 24

人権相談
心配ごと相談 35

乳幼児健診・3～4か月児 24

乳幼児健診・3歳児
24保健センター開放日 24

秋季企画展
（～12/2）
※詳しくは広報みは
　る11月号をご覧
　ください。

35

行政相談 35

絵本とわらべ唄 24

臨床心理士の子育て相談日26

29天皇誕生日 休日

議会12月定例会
開会（～７日予定）

29

議会12月定例会
一般質問（10時）29

議会12月定例会
本会議（14時予定）

29

出前おはなし会 24

理科クラブ
キャンドルづくり24

干支のミニ展示
（～１月27日）12

つるクラフト 23

彗星観望会 23

カラーキャンドル
をつくろう 23

26

27

※ 1…午前９時～ 11 時 30 分／町民体育館

◆ カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されているページ数です。
　 各行事の詳細については、該当ページをご覧ください。

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後７時まで）、毎週日曜日（午前８時 30 分～午後０時）

◆ 施設の休館日は 22 ページに掲載しています。

※ 2…午前 10 時 30 分／保健センター
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人口 17,743 人（-8）う
ち男性 8,886 人（-3）・女性 8,857 人（-5）／世帯数 6,311 世

帯（-1）

※ 平成 27 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 30 年 11 月 1 日現在（前月比）

人口・世帯数

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎 68-2）

12 月
2 日(日)

　12 月 12 月
3 日(月)

島貫整形外科
まつえ整形外科

三春病院
さとう耳鼻咽喉科クリニック
石塚医院
西山医院
白岩医院
石川医院
かとうの内科クリニック
大久保クリニック

中央通クリニックやない
遠藤医院

清水医院
南東北滝根診療所
都路診療所
橋本医院
まつざき内科胃腸科クリニック
青山医院
春山医院

4 日(火)
5 日(水)
6 日(木)
7 日(金)

10 日(月)
11 日(火)
12 日(水)
13 日(木)
14 日(金)

17 日(月)
18 日(火)
19 日(水)
20 日(木)
21 日(金)
24 日(月)
25 日(火)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

診療時間 午後 7 時～9 時 30 分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前 9 時～午後 6 時】★印は午後 5 時まで

島貫整形外科 ☎72-2722
9 日(日)

三春病院 ☎62-313116 日(日)
船引クリニック ☎82-0137

23 日(日) まつえ整形外科 ☎81-1222

夜間・休日のお医者さん

26 日(水)
27 日(木)

24 日(月) 橋本医院 ☎72-3711
まつざき内科胃腸科クリニック ☎77-2870

げんじろう調剤薬局

29 日(土)

28 日(金) 船引クリニック

千寿堂薬局

コスモ調剤薬局船引店

コスモ調剤薬局小野新町店

きよはし薬局駅前店

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・ご質問を募集しています。
〒963－3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123  eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

30 日(日) 雷クリニック ☎62-6333
都路診療所 ☎75-200331 日(月)

【行政相談】12 月 4 日（火）午前 10 時〜午後 0 時
　／三春交流館「まほら」／行政相談委員

【人権相談】12 月 4 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春交流館「まほら」／人権擁護委員

【心配ごと相談】12 月 4・11・18・25 日（火）
　午前 9 時〜午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】12 月 20 日（木）
　午前 9 時 30 分〜午後 0 時／保健センター相談室
　／臨床心理士／要予約

●●●今月の相談●●●

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/

◎ あいさつで　つながる優しさ　広がる笑顔（櫻井結凪・三春中学校 1 年）
※平成 29 年度青少年健全育成標語入選作品

12 月 25 日（火）　固定資産税 第 3 期　国民健康保険税 第 6 期　後期高齢者医療保険料 第 5 期　介護保険料 第 6 期納　期　限

　広報みはるに広告掲載を希望する方を募集しています。事業 PR の媒体としてご活用ください。掲載要件な
どがありますので、お問い合わせください。町ホームページにも詳細を掲載しています。
▶ 広告掲載料（掲載１回につき）
▷ １段枠（横 179mm ×縦 47mm）　　　  2 万円 ※ 連続 12 回　20 万円
▷ ２分の１段枠（横 88mm ×縦 47mm）　1 万円 ※ 連続 12 回　10 万円
▶ 申込方法　広告掲載申込書に必要事項を記入の上、広告の原稿を添付して提出してください。
▶ 申込・問　総務課 文書情報グループ　☎ 62-8125　FAX61-1110
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 メール bunsho.j@town.miharu.fukushima.jp

広告主募集中！

広　
告　
欄

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。
※ 岩江コースは週４日（月・火・木・金）運行しています。

今月のバス運休日：2・9・16・17・23・24・30・31 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147
マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

休休

28

1

7 86

14 1513

20 21

25

53

9

4

1210

16

11

1917 18

2

26

町営バス運休カレンダー（12月）

日 月 火 水 木 金 土

27

22

29
休 休30

23
31

24
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品
の
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、
最
優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
の
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。︵
敬
称
略
︶

最
優
秀
賞 ﹁
桜
の
里
を
歩
く
﹂
／
白
黒
橙
︵
本
宮
市
︶

優
秀
賞
︵
５
作
品
︶

イ
ラ
ス
ト
部
門

ぬ
り
え
部
門
（
小
学
生
以
下
）　  

最優秀賞　「十五夜の姫」
安福 夏妃（兵庫県神戸市）

優
秀
賞
︵
５
作
品
︶

愛姫と花の寵愛
小野友利亜（会津坂下町）

貴方の手を取って
村上久美子（三春町）

愛姫と三春つめあわせ
石川智美（二本松市）

桜舞う頃に
及川雄大（神奈川県川崎市）

はじまりの季節
如月五日（三春町）

かわいいめごひめにあいたいな
渡邊 璃乃（三春町）

クールビューティー愛姫
片野 愛子（郡山市）

月夜の愛姫
熊谷 南海（岩手県一関市）

あきのめごひめ
伊藤 瞭太（三春町）

秋のカラフル愛姫
小林 綾莉（郡山市）
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